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高知大学 学長 櫻 井 克 年

高知大学へ入学された皆さん、ご入学おめでとうございます。在学生、教職員全員、心より皆さんを
歓迎します。
皆さんは、高知大学の一員、すなわち「チーム高知大学」のメンバーになりました。今日からは全員

が、仲間であり、きょうだいであり、互いに切磋琢磨する友人です。高知大学は、「学生と社会に責任を
もつ教育の実践と、学生を自立した社会人、リーダー候補生として社会に送り出す」ことを心掛けてい
ます。気が早いようですが、皆さんが立派に旅立たれる日を今から楽しみにしています。
高知大学は、地域に根差し、地域と共に発展し、さらにこれらの活動を国内、世界に波及させること

で、不断に進化する国立大学 “Super Regional University (SRU)”を目指しています。2015年に地
域協働学部を新設したのを皮切りに、2022年４月に大学院・修士課程博士課程まですべての組織改革を
実施しました。いずれも、“SRU”となるエンジンを備えるための改組でした。教育の柱としては地
域協働型教育を据え、海洋、生命、フィールドサイエンスを中心とした研究を生かして国際通用性と地
域貢献性を兼ね備えた知と価値の創造に邁進しています。また、地域の隅々にまでアンテナを張って、
地域との協働をつづけています。まさに、今、地域の大学として、地域を支え地域を変えることのでき
る“SRU”への歩みを着実に進めているところです。さらに、本学は2024年11月に創立75周年を迎え
ます。皆さんと諸先輩をつなぎ、県民が皆「高知大学生」構想を実現すべく、校友会の設置も計画して
います。
SDGsについては、もちろんご存じのことと思います。Sustainable Development Goals (持続可

能な開発目標)の略です。「誰一人取り残さない」社会の実現を目指して、2015年に国際連合において採
択された国際目標であり、2030年に向けて全世界的に取り組んでいるものです。高知大学における教
育・研究の内容は、そのすべてに関連しています。本学ホームページにSDGｓに関連する取組をまとめ
たページ「高知大学×SDGsACTION」があります。ぜひご覧ください。そして、高知大学の学生とし
て、SDGsのこともしっかりと意識をして、世界に通用する社会人となれるよう、勉学に励んでくださ
い。
大学に入学することそのものが目的ではありません。自己実現のための手段だと思ってください。こ

れまでにさまざまな夢を描いてこられたと思いますが、夢を一つに決める必要はありません。皆さんの
前には、あらゆる可能性が広がっていることをこの機会に確認すると同時に、自らの手で、是非積極的
に捉えに行ってください。

あらためて言います。
Super Regional Universityへようこそ。
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高知大学で学ぶにあたって

理事（教育担当）・副学長
岩 崎 貢 三

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。コロナ禍の逆境を乗り越え、これからの新しい生活、
興味のある学問やサークル活動等への期待に胸をふくらませていることと思います。教職員一同、心よ
り歓迎いたします。

さて、本学では、2021年に「高知大学Grand Design 2030」を策定し、高知大学の2030年の姿と役割
として、「地域を支え地域を変えることができる大学～Super Regional University～」を目指すこと
を掲げています。この目標は、「高知大学学則」に書かれている本学の理念、（１）創造的探究心と豊か
な人間性を培い、人類の健全な発展に積極的に貢献する人材を育成すること、（２）創造的独創的研究を
行い、学術文化の進展に寄与すること、（３）教育研究の成果を通して、世界の文化と人類福祉に貢献す
るとともに、地域社会の振興、教育と文化の向上及び福祉の増進に努めること、に通底するものです。
この理念や目標を実現するために、高知大学では共通教育や専門教育を実施するとともに、充実した

学生生活が送れるよう正課外活動や経済面の支援を行っています。ここで、高校までと大きく異なるの
は、これまで以上に、皆さんの主体的な取組みが求められるということです。大学では、教科書や板書
のない授業がたくさんあります。また、コロナ禍を契機に、自宅でも受講可能なオンライン授業が行わ
れるようになっています。授業方法が対面方式であってもオンライン方式であっても、規則的な生活を
送り自律的に授業に参加すること、自分で工夫をしてノートをとること、自分で問いを立てそれを解く
努力をすること、積極的に先生に質問し共に考えること、仲間と議論することは、いずれも主体的な取
組みの第一歩です。ぜひ、いろいろなことに主体的に取組んでください。
そして、学びを通じて身につけた広範な教養や高度な専門的知識と探究心、正課外活動や学生生活を

通じて培った豊かな人間性を自分のなかで統合し、産業界や学術界、文化界にどのように働きかけてい
くのか、地域を支え地域を変えるために何ができるか、４年間を通じて自分でじっくりと考え、卒業時
に、「何を学び、身に付けることができたか」自らが説明できるようになってください。もし、大学での
学びや学生生活で躓き

つまず

や不安を感じたら、一人で悩むのではなく、友人やアドバイザーの先生に相談し
てみましょう。きっと有益なアドバイスが得られることと思います。
また、主体的な取組みを進める際に、大学の資源を最大限に活用してほしいと思います。本学には、

様々な情報や資料を入手できる学術情報基盤図書館、グループでのディスカッションが可能な学習ス
ペース、必要な機器が整備された教室や実験室、友人との憩いの場にもなるワシントンヤシの木の下の
ガーデンテーブルなどの物的資源、独自の奨学金制度・基金などの経済的資源があります。物的資源や
経済的資源以外にも、教職員、先輩、社会人学生、外国人留学生などの「人」という宝があります。高
知大学では、年齢、性別、国籍、文化、宗教、障害の有無や種類等が異なる多様な人々が、研究や学習
に取組んだり、働いたりしています。これらの人々と話をし、意見交換することは、コミュニケーショ
ン力を向上させ、豊かな人間性を培う上で役立ちます。また、冒頭で述べた「高知大学Grand Design
2030」の教育に関するビジョンで述べている「多様な人々が協働して学ぶことができるインクルーシブ
な教育環境の構築」にもつながります。

この学生便覧には、高知大学で学修するうえでの基本的なルールや様々な資源にアクセスするための
方法がまとめてありますので、有効に活用してください。高知大学での主体的な学びを通じて、地域を
支え地域を変えることができ、人類の健全な発展に積極的に貢献できる人材に成長してくださることを
期待しています。
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高知大学の概要
沿 革
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高知大学 高知医科大学
昭和24年５月

25年４月
26年４月
29年４月
30年７月
41年４月
43年４月
45年４月

48年４月
49年８月
51年５月
52年５月
53年４月

56年４月
58年４月
59年４月

60年４月

５月
平成４年４月

５年４月
７年４月
８年４月

10年４月

11年４月
12年４月
14年４月

15年４月

高知大学設置 (文理学部・教育学部・農学部)
農学部附属農場設置
教育学部附属小学校・附属中学校設置
農学部附属演習林設置
教育学部附属幼稚園設置
文理学部附属高知地震観測所設置
農学研究科（修士課程）設置
教育学部附属養護学校設置
保健管理センター設置
文理学部附属水熱化学実験所設置

文理学部分離改組により、人文学部・理学部設置
附属図書館農学部分館設置
海洋生物教育研究センター設置（理学部附属臨海実
験所・農学部附属水産実験所廃止）

理学研究科（修士課程）設置
愛媛大学大学院連合農学研究科設置

農学部の全学科改組
遺伝子実験施設設置
地域共同研究センター設置
教育学研究科（修士課程）設置
農学研究科（修士課程）の名称変更
人文学部の全学科改組
教育学部の全課程改組
理学部の全学科改組
生涯学習教育研究センター設置
人文社会科学研究科（修士課程）設置

理学研究科(博士前期・後期課程)設置(修士課程改組)
教育学部附属教育実践総合センター設置（教育学部
附属教育実践研究指導センターを改組）
学術情報処理センター設置（情報処理センター廃止）
留学生センター設置
海洋コア総合研究センター設置（海洋コア研究セン
ターを廃止転換）
農学部附属暖地フィールドサイエンス教育研究セン
ター設置（農学部附属農場・附属演習林を廃止転換）

高知大学に国立医学教育機関創設準備室設置
高知大学構内において､高知医科大学開学

高知医科大学開校 (医学部医学科)

医学部附属病院設置
医学部附属動物実験施設設置
医学部附属実験実習機器センター設置
医学研究科（博士課程）設置

医学部附属医学情報センター設置

保健管理センター設置

医学部看護学科設置

医学研究科（博士課程）再編成
医学研究科(博士課程)を医学系研究科に改称
医学系研究科看護学専攻(修士課程)設置
アドミッションセンター設置

医学系研究科医科学専攻(修士課程)設置

高知大学
平成15年10月

16年４月

旧高知大学と旧高知医科大学を統合し、高知大学が開学
大学教育創造センター設置
国立大学法人高知大学設立
黒潮圏海洋科学研究科（後期３年博士課程）設置

平成17年７月 学内共同利用施設及び図書館を統廃合し、４センターを設置（総合教育センター、総合研究セン
ター、国際・地域連携センター、総合情報センター）

平成19年４月 理学部、農学部を改組
平成20年４月 大学院改組により総合人間自然科学研究科設置
平成23年４月 総合人間自然科学研究科看護学専攻実践助産学課程設置
平成24年４月 土佐さきがけプログラム開設
平成26年４月 国際・地域連携センターを地域連携推進センター、国際連携推進センターに分離改組
平成27年４月 地域協働学部設置、教育学部の課程改組

総合教育センターを大学教育創造センター、アドミッションセンター、学生総合支援センターに
分離改組、教師教育センター設置

平成28年２月 防災推進センター設置
平成28年４月 人文学部改組により人文社会科学部設置、農学部改組により農林海洋科学部設置

総合情報センター（図書館）を学術情報基盤図書館に改組
平成29年４月 理学部改組により理工学部設置
平成30年４月 総合人間自然科学研究科教職実践高度化専攻（専門職学位課程）設置、希望創発センターを設置
平成30年10月 地域連携推進センターを次世代地域創造センターに改組
令和２年４月 総合人間自然科学研究科地域協働学専攻設置、理学専攻改組により理工学専攻設置、農学専攻改

組により農林海洋科学専攻設置
令和３年10月 ＩｏＰ共創センター設置
令和４年４月 総合人間自然科学研究科応用自然科学専攻、教職実践高度化専攻を改組
令和４年10月 大学教育創造センター、学生総合支援センター、アドミッションセンターを統合し、学び創造セン

ターを設置
データサイエンスセンター設置
国際連携推進センターを廃止し、グローバル教育支援センターを設置

令和５年４月 農林海洋科学部を改組、MEDiセンター設置
海洋コア総合研究センターを海洋コア国際研究所に改組
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高知大学の理念と基本目標

■理念
本学は、教育基本法の精神に則り、国民的合意の下に、地域社会及び国際社会に貢献しうる人材育成

と学問、研究の充実・発展を推進する。

■基本目標
高知大学は、「地域を支え地域を変えることができる大学」を目指し、地域連携プラットフォームの中

核的存在として持続可能な地域社会の発展に寄与するとともに、地域にありながら世界と対話・交流・
協働できる大学としての輝きを放ち、人類社会と地球の豊かな未来を切り拓くための教育研究活動を展
開する。
そのため、以下の基本目標を掲げる。

１．教育
社会的ニーズに対応した教育改革を通じて教育の充実を図るとともに、学修成果の可視化や教学IRの

推進を通じ、入学前から卒業後まで一貫した質保証の中で教育を実施する。また、多様な人々が協働し
て学ぶことのできるインクルーシブな教育環境の構築と世の中に働きかけることのできる自律的な能力
の向上を通じて、地域社会・国際社会の発展に貢献できる人材を育成する。

２．研究
海洋、生命、フィールドサイエンスを中心とした研究の強みを生かして、国際通用性と地域貢献性を

兼ね備えた知と価値の創造を推進するとともに、世界的視野をもつ科学者の育成を図る。また、研究活
動を通じてイノベーション・マインドやアントレプレナーシップの醸成に取り組み、知の創造を価値の
創造へと転換するイノベーションエコシステムを構築する。

３．地域連携（地域協働）
高知県における「地域連携プラットフォーム」の中核を担い、地域課題への対応・解決、社会人等を

対象としたリカレント教育の充実、地域のニーズに対応した教育研究組織の改革により、地域連携をよ
り一層進化させる。また、高知大学にかかわるあらゆる“高知大学人”を巻き込んだ人的なネットワー
クを形成することを通じて、地域貢献をより充実したものにする。

４．グローバル化（国際化）
教育・研究の場を広く地域そして世界に開くとともに、教育プログラムの国際化や学生の海外派遣の

充実を通じて、キャンパスの国際化と国際性を涵養する人材の育成を図る。また、留学生の地域内定着
を支援しながら地域における国際化の未来を切り拓くとともに、地域の視点を兼ね備えた国際人材を育
成する。
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令和５(2023)年度 学 年 暦
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月 日 学 年 暦 ・ 行 事

４月３日（月） 入学式

４月３日（月）～４月４日（火） 新入生オリエンテーション期間

４月３日（月）～４月７日（金） 在来生オリエンテーション期間

４月５日（水）～４月８日（土） 第１学期履修登録期間

４月６日（木）～４月７日（金） 新入生定期健康診断

４月11日（火） 第１学期授業始

７月18日（火） 月曜日の授業

７月31日（月）～８月４日（金） 第１学期試験期間

８月５日（土）～８月31日（木） 夏季休業

９月１日（金）～９月30日（土） 特別授業期間

９月19日（火）～９月21日（木） 第２学期履修登録期間（予定）

９月20日（水） 秋季修了式

10月１日（日） 創立記念日

10月２日（月） 第２学期授業始

10月10日（火） 秋季入学式

10月31日（火） 金曜日の授業

11月22日（水） 木曜日の授業

12月27日（水）～１月５日（金） 冬季休業

１月９日（火） 金曜日の授業

１月12日（金） 休講（大学入学共通テスト準備）

１月13日（土）～１月14日（日） 大学入学共通テスト

２月１日（木）～２月７日（水） 第２学期試験期間

２月８日（木）～２月29日（木） 特別授業期間

３月１日（金）～３月31日（日） 学年末休業

３月22日（金） 学位記授与式







Ⅰ 学生生活
１．事務案内
［１］諸手続一覧表

Ⅰ
学
生
生
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学生サービスセンター
（学務課）
共通教育１号館２階

全学・共通教育係 共通教育の修学指導に関すること
教師教育・資格教育支援係 教育実習、介護等体験、学芸員資格に関すること

学生証、各種証明書の発行に関すること
各学部教務係 専門教育の修学指導・履修登録・成績・学籍

（休学・退学等）に関すること
転学部･転学科･転コースに関すること

学生サービスセンター
（学生支援課）
共通教育１号館１階

学生生活支援係
経済支援係
インクルージョン
支援推進室担当

入学料免除及び徴収猶予に関すること
授業料減免及び徴収猶予に関すること
車両登録・アルバイトに関すること
奨学金に関すること
学生寮に関すること
保健管理センターに関すること
学生教育研究災害傷害保険等に関すること
忘れ物・落し物に関すること
課外活動・学生団体に関すること
課外活動用物品の貸出
教室・集会室等の予約
ボランティア活動に関すること
国民年金保険料学生納付特例制度の申請
合理的配慮に関すること（疾病・障害に関す
る修学支援）

学生何でも相談室 学生相談に関すること
就職室 就職ガイダンスに関すること

進路・就職相談
就職ガイドブックに関すること
会社説明会に関すること
企業情報、求人情報の提供
就職マッチング支援
進路・就職に関連する図書の閲覧・貸出
インターンシップに関すること

国際教育支援室 留学支援係 外国人留学生に関すること
国際交流に関すること
海外留学に関すること

経理室 出納係 授業料の納入に関すること
寄宿料の納入に関すること

学生課
（岡豊キャンパス）

総務係 国家試験に関すること
何でも相談に関すること

学生支援係 岡豊キャンパス学生の学割・アルバイト
〃 授業料減免･奨学金･保険
〃 課外活動・学生団体
〃 駐車許可
〃 外国人留学生・海外留学
〃 国際交流

忘れ物、落とし物に関すること
岡豊キャンパス国際交流会館に関すること
国民年金保険料学生納付特例制度の申請

教務係
大学院係

岡豊キャンパス学生の修学指導・成績・学籍
諸証明に関すること

物部総務課
（物部キャンパス）

学務室 物部キャンパス学生の修学指導・成績・学籍・
諸証明・授業料減免・奨学金・保険・課外活
動・学寮・車両登録・アルバイト
進路指導・就職相談・外国人留学生・学生の国
際交流・海外留学に関すること
物部キャンパス国際交流会館に関すること・大
学院農林海洋科学専攻、黒潮圏総合科学専攻、
愛媛大学大学院連合農学研究科に関すること
国民年金保険料学生納付特例制度の申請



［２］キャンパスマップ
○朝倉キャンパス（高知市曙町二丁目５番１号）Ⅰ
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○岡豊キャンパス（南国市岡豊町小蓮）
Ⅰ
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○物部キャンパス（南国市物部乙200）
Ⅰ
学
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生
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２．基本

［１］学年・学期等
学年は、４月１日に始まり、翌年３月31日に終わります。この学年を２つの学期に分けて、各学期で

はそれぞれ16週分の授業（試験期間を含む）を行います。
第１学期 ４月１日から９月30日まで
第２学期 10月１日から３月31日まで

授業を行わない休業日は、次のとおりです。
土曜日、日曜日及び祝日
創立記念日（10月１日）
夏季休業日
冬季休業日
学年末休業日
※ただし、年度によって創立記念日に授業を行うことがあります。なお、履修案内等により、年
度ごとの年間行事予定をお知らせしています。

［２］授業科目と単位の計算方法
高知大学の授業科目は、①初年次科目 ②教養科目 ③専門科目 に区分されています。このうち、

①②の授業は共通教育の科目として、③は専門教育の科目として開講されます。
授業形態については次のとおりです。
１）講義・・・担当教員が講ずることを中心とした授業形態
２）演習・・・学生の主体的な学習を中心として進行する授業形態
３）実習・・・学生の実地または実物について学習、あるいは、実技や技能の修得を中心として進

行する授業形態
４）実験・・・実験で行われる授業形態
５）実技・・・実技で行われる授業形態

大学の単位制度は、①教員が教室等で授業を行う時間及び②学生が事前・事後に授業外で準備学習・
復習を行う時間を合わせて45時間の学修を１単位として構成されています。
各授業科目の単位は、１単位の授業科目を45時間の学修を標準とし、授業の方法に応じ、当該授業に

よる教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、おおむね15時間から45時間までの範囲で大学が
定めることとなっています。
これに基づいて本学では、１単位あたり、講義・演習は15時間以上（一部の演習については30時間）、

実習・実験・実技は30時間以上の授業を行い、45時間に満たない時間は学生が自主的に学修（予習、復
習）する時間としています。ただし、芸術等の分野における個人指導による実技の授業については、１
単位に要する時間が別に定められています。また、卒業論文、卒業研究、卒業制作等の授業については、
上記のような授業時間の定めによらず実施されます。
以下は、単位の計算方法についての標準的な例です。

本学では、単位数を設定する上で、１時限90分の授業時間を２時間相当の学修時間と見なし、第１学
期、第２学期とも試験期間を除いて各15週実施しています。例えば２単位の講義は、１時限90分の授業
15週（30時間）の他に、60時間の自主的な学修が必要です。

Ⅰ
学
生
生
活
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授業科目の区分 単位数 授業時間数
学生が自主的に学修
する時間数の基準

合計

講義・演習
１単位 15時間 30時間 45時間
２単位 30時間 60時間 90時間

実習・実験・実技
１単位 30時間 15時間 45時間
２単位 60時間 30時間 90時間



［３］教務情報システムKULASとは？

【教務情報システムKULASへのログイン方法等】
「高知大学ホームページ」のトップ画面右上“教職員・学生専用”ページより「学内からのアクセ

ス」か「学外からのアクセス」かを選択し、ログイン画面で「全学認証 ID・パスワード」を入力して
ください。
新入生については、教務情報システムKULAS履修登録説明会で「全学認証 ID・パスワード」を交

付します。
「教務情報システムKULAS｣の利用方法及び操作方法については、マニュアルを参照してください。
必要な情報を見逃さないために、1日1回は必ず確認してください。
「教務情報システムKULAS」URL:https://www-kulas.jimu.kochi-u.ac.jp/portal/
※令和５年度中にシステムが変更になります。詳細は別途お知らせします。

［４］e-ポートフォリオとは？
e-ポートフォリオは、入学から卒業までの履修、成績、課外活動等の学びに関わる

情報をわかりやすく可視化し集積するWeb システムです。自らの学修の振り返り
や目標を設定するためのツールとして活用してください。スマートフォンやパソコ
ンにより、学外からも利用することができます。
ログイン方法・操作方法はマニュアルを参照してください。
「e-ポートフォリオ」URL:https://fdas.kochi-u.ac.jp/Study-Portfolio/

［５］「高知大学moodle」とは？
高知大学の全学生と全教職員が利用できる e-Learning サイトです。本サイトで

は、教材の閲覧、課題の提出・指導、ディスカッション、テスト、動画の視聴等が実
施できる機能を備えています。
「高知大学moodle」URL:https://moodle.kochi-u.ac.jp/

［６］履修手続と成績評価
授業科目を履修し、単位を修得するためには履修登録が必要です。登録にあたっては登録できる年次、

クラスが指定された科目や、必修単位として修得しなければ卒業できない科目等があり注意が必要です。
また、履修登録できていない科目を履修しても、単位は認定（単位修得）されません。履修登録は一部
の科目を除き、教務情報システムKULAS（Web方式）で行います。新入生については、４月の履修登
録時期に教務情報システムKULAS履修登録説明会を行いますので必ず出席してください。
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教務情報システムKULASは、学生がインターネットを利用して、履修登録、住所変更等の届け
出、シラバス検索、学籍・履修・成績情報の確認、各種情報（休講・補講・時間割変更・教室変更・
講義連絡・落し物等）の閲覧などを行うことができる修学支援システムです。
一部のサービスは、スマートフォンやパソコンにより、学外からも利用することができます。
本システムを有効に活用し、修学の一助としてください。



本学は、共通教育と専門教育の一貫教育です。入学年度により教育課程（カリキュラム）が異なりま
すので、先輩達のアドバイスを鵜呑みにしないで、不明な点は必ず所属学部担当の窓口で確認してくだ
さい。なお、詳しくは共通教育及び各学部の『履修案内』等を参照してください。
授業科目の成績は、原則として学期毎の試験・レポート等により100点満点で評価され、60点以上が合

格となり単位が与えられます。成績評価基準は以下の表のとおりです。成績評価の方法は授業科目に
よって異なりますので、シラバスの「成績評価の方法」で確認してください。授業科目によっては、合
格及び不合格で評価を行うものもあります。
なお、履修登録科目全てが成績評価の対象となります。次に該当する場合であっても、所定の期間内

に履修登録の取消手続が行われていなければ成績評価は行われます。
①受験資格（授業時間数の2/3以上の出席）がない場合
②授業を途中で放棄した場合
③履修登録のみで授業に1回も出席していない場合

成績評価基準
成績評価の結果は、学期ごとに大学が定める期日以降において、教務情報システムKULAS、e-ポー

トフォリオまたは証明書自動発行機からの「個別成績表」の取得により、評点（０～100点）及び評価（秀・
優・良・可・不可）の確認を行うことができます。
各学期の成績公開日については、各学期末に公用掲示板及び教務情報システムKULASのWeb掲示

板にてお知らせします。
なお、「成績証明書」には「不可」の科目は表示されません。
また、原則として、１年に１度、３月中旬頃に父母等の方へ「個別成績表」を送付し成績を通知しま

す。※学部生のみ
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合否 評語 評点 基準

合格

秀 90点～100点
到達目標に示した知識・技能・考え方などを理
解・把握し、標準的に達成している水準をはる
かに上回る成績

優 80点～89点
到達目標に示した知識・技能・考え方などを理
解・把握し、標準的に達成している水準を上回
る成績

良 70点～79点

到達目標に示した知識・技能・考え方などを理
解・把握し、所定の課題について活用している
と判定でき、標準的に達成している水準程度の
成績

可 60点～69点
標準的に達成している水準を下回るが到達目
標に示した知識・技能・考え方などを理解・把
握していると判定できる成績

不合格 不可 59点以下
到達目標に示した知識・技能・考え方などが理
解・把握できておらず、単位修得にふさわしく
ないと判定できる成績



ＧＰＡ
本学では、学生の学業成績を評価する方法の一つとして、GPA（Grade Point Average）という

手法を用いています。GPAの算出にはいろいろな方法がありますが、本学では以下のような計算
式による functional GPAという計算方法で対象科目のGPAを算出しています。ただし、科目の
得点が59点以下の不合格のときの「科目の得点－55」は、一律ゼロとして計算します。なお、GPA
は、小数点以下第２位を四捨五入します。

（科目Aの得点－55）÷10×科目Aの単位数
＋（科目Bの得点－55）÷10×科目Bの単位数

GPA＝ ＋（科目Cの得点－55）÷10×科目Cの単位数 ÷（A～Zの単位数の総和）
＋・・・・・・・・・・・・・・・・・・
＋（科目Zの得点－55）÷10×科目Zの単位数

上記のような方法で算出されたGPAは、履修登録単位数の上限の特例が適用される成績優秀者
の判定や授業料免除を行う際の成績基準、修学上の悩みを持つ学生をいち早く発見するため活用す
ること等様々な場面で活用をしています。履修しない授業を登録したままにしておくことは、
GPAの数値を下げることにつながります。受講を取りやめた授業は、履修登録取消期限までに必
ず履修登録取消の手続を行うようにしてください。

【注意】
□二重履修

同じ授業科目あるいは、名称が違っていても同じ授業科目とみなされるものを履修すれば「二重
履修」となり、修得した単位については、卒業所要の単位としては１科目の単位としてしか認めら
れません。詳細については共通教育および各学部・土佐さきがけプログラムの『履修案内』等を参
照してください。

□履修登録単位の上限
各学期に履修登録できる単位数の上限は22単位です。これは、必要な履修科目を適切に履修する

ことができるように定めたもので、この上限を超えて履修登録することができません。
ただし、集中講義形式の授業科目は、原則として上限単位数の対象にはなりません。また、成績

優秀者として認定された場合は、申請することにより上限単位数を超えて履修登録が認められます。
□追試験

正当な理由により定期試験を受けられない場合は、事前の申し出により（事前に申し出ることが
できなかった場合は当該試験終了後１週間以内に申し出ること）追試験等による評価を受けられる
ことがあります。詳しくは『履修案内』等で確認してください。

□成績評価の異議申し立て
自らの成績評価について不服がある場合、またはシラバスや授業等により周知されている到達基

準や成績評価方法から逸脱した評価であると思われる場合は、成績公表後、所定の期間内（当該科
目の開設学部等により、原則として５日～７日以内）に異議申し立てを行うことができます。詳し
くは『履修案内』等で確認してください。

□特例欠席
親族の死去や教育実習などの修学上の理由等により授業に出席できないときは、通常の出席扱い

にはなりませんが、試験の受験資格の際に考慮されます。この場合は、学生サービスセンターの学
務課内各学部教務係及び共通教育担当窓口（岡豊キャンパスは学生課、物部キャンパスは物部総務
課学務室）等まで申し出て特例欠席の理由に該当する者であることの証明を受けたのち、担当教員
へ特例欠席申請書を提出してください。また、課外活動においての授業配慮についても、学生サー
ビスセンター学生支援課課外活動担当窓口にて同様の手続が必要です。なお、親族の死去、学校保
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健安全法施行規則に定める感染症、公共交通機関の遅延・運休以外による理由の場合は、事前に担
当教員へ特例欠席申請を提出することが必要です。

□授業の履修及び試験に関する学生心得
通常より授業、試験に対しては、真摯な態度で臨んでください。特に、成績の評価に関して、試

験等における不正行為を行った者は、原則として懲戒処分の対象となり、その科目だけでなく、当
該学期における全科目の成績を無効とするなどの厳しい措置が執られます。
下記心得に必ず目を通しておいてください。

［７］授業の履修及び試験に関する学生心得
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学士課程運営委員会
１．学生は、履修登録を行った授業科目について受講することができる。
２．受講に際しては、授業担当教員の指示に従い、授業出席の確認を受けること。
３．各授業科目における成績評価は、試験、レポート等授業科目ごとに異なる。必ず、シラバスを

確認すること。
４．学生は、履修登録している授業科目のみ成績評価を受けることができる。評価方法が試験の場

合は、授業担当教員の指示に従い、次の事項を遵守すること。
１) 必ず学生証を携行し、試験中は机上に置くこと。試験当日に、学生証を所持していない場合

は、教務担当事務部署で臨時学生証の発行を受け、机上に置くこと。
２) 学生証・筆記用具・時計等の許可された物品以外の所持品は、全てかばん等の中に入れる。
３) 机の中にはいっさいものを入れないこと。許可された物品以外のものが机上又は机の中に

あったときや身に着けていた場合は、不正行為とみなされるので注意すること。
４) 真摯な態度で臨み、誤解を招くような態度や不正行為は厳に慎むこと。
５) その他、受験に際しては、試験監督者の指示に従うこと。

５．不正受験（定期試験およびその他成績評価に影響を及ぼす試験を含む。）を行った学生の当該学
期に履修する全授業科目の成績は、原則として無効とし、０点として処理する。通年科目、集
中講義科目、卒業論文や学内外の実習（教育実習等）等も含めた全授業科目が無効の対象とな
る。

６．不正受験を行った学生は、原則として懲戒処分の対象とする。
７．授業出席の確認にかかわる不正行為を行った学生は、原則として上記５及び６と同様に取り扱

う。
８．レポート等の作成にかかわる以下のような不正行為を行った学生は、原則として上記５及び６

と同様に取り扱う。
１）他の学生のレポート等の内容を流用した。
※流用されることを知りながら他の学生にレポートの内容を見せた場合も不正行為となりま
す。

２）出典を明記せずに他者の著作物の内容等（インターネット上の情報も含む）を引用した。
※この行為は剽窃といいます。他者の文章等を引用する場合は、引用部分を明示し、出典を明
記することが必要です。また、明記した場合も、レポートが課されることの意味を理解し、
多くの場合自己の意見・考えを書くことが大切であることに留意してください。

９．その他、履修に関する取扱いについては、所属学部等の履修規則、履修案内等を確認し、通常よ
り授業、試験に対しては、真摯な態度で臨むこと。



［８］気象状況等による休講について
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本学では、台風等により災害の恐れがある場合に、学生の事故の発生を防止するため、授業及び
定期試験等（以下「授業等」という。）の取扱いを以下のとおり定めています。
警報等の発表・解除の確認は、テレビ・ラジオ・インターネット等の報道で確認してください。

休講の判断は、午前７時から午前８時30分までは以下の取扱いにより学生自身が行ってください。
休講等の情報は午前８時30分以降に、「高知大学教務情報システムKULAS」及び「高知大学ホーム
ページ」により周知します。また、休講となる恐れがある前日にも周知することがありますので、
必ず確認するようにしてください。
１ 気象警報発表及び避難指示等発令時の授業等について
気象警報は高知地方気象台から発表、避難指示等は市町村から発令されます。
休講の措置等は、キャンパス毎に行います。

〇暴風警報が発表された場合、休講とします。

〇特別警報（大雨・暴風・大雪・暴風雪）が発表された場合、休講とします。

〇避難指示又は緊急安全確保が発令された場合、休講とします。

２ 休講決定後、帰宅に危険が伴う場合は、学内に待機するよう指示することがあります。
３ その他の気象警報発表時は原則として休講としません。なお、休講とならない場合であって
も、居住地域等の状況によっては、学生の皆さんは身の安全を最優先してください。その場合
の特例欠席や追試験の措置等については、教務担当窓口へ相談してください。また、休講となっ
た場合は、補講や定期試験代替日実施等の措置を取ります。詳細については、「気象警報・避難
指示等発表又は発令時における授業及び定期試験等の取扱いに関する申合せ」によります。

□気象警報発表・避難指示等発表又は発令時の授業及び定期試験等の取扱い

キャンパス名 気象警報発表地域 避難指示等発令地域
朝倉キャンパス 高知市 高知市朝倉小学校区
岡豊キャンパス 高知市または南国市 南国市岡豊地区
物部キャンパス 南国市または香南市 南国市日章地区

暴風警報 授業等の取扱い
午前７時の時点で発表 午前中の授業等は休講
午前７時から午前11時までに発表 以後の午前中の授業等は休講
午前11時以降に発表 以後の午後の授業等は休講
午前11時までに解除 午後の授業等は行う

特別警報 授業等の取扱い
午前７時の時点で発表 全ての授業等は休講（解除後もその日は休講）
始業時刻後に発表 授業等は直ちに中止、休講（解除後もその日は休講）

避難指示・緊急安全確保 授業等の取扱い
午前７時の時点で発令 全ての授業等は休講（解除後もその日は休講）
始業時刻後に発令 授業等は直ちに中止、休講（解除後もその日は休講）



［９］進 級
医学部・地域協働学部では、年次毎に進級の認定があります。
進級するためには、所定の科目・単位の修得が必要です。
学部・学科毎の必要な科目・単位等については、「医学部学生の手引」「地域協働学部履修案内」を参

照してください。

［10］早期卒業・秋季卒業
本学に３年間在学し、卒業の要件として定めた単位を優秀な成績をもって修得したと認定された場合

は、本人の申請により早期卒業が認められます。詳しいことは各学部の『履修案内』等で確認してくだ
さい。ただし、この規程は、医学部及び地域協働学部の学生には適用されません。
４年以上在学し、所定の授業科目を履修してその単位を修得し、学部等（医学部を除く）の定める卒

業の資格を得た場合、本人の申請により秋季（９月）卒業が認められることがあります。
秋季（９月）卒業を希望する者は、４月に学生サービスセンター学務課各学部教務担当または物部キャ

ンパス学務室教務担当まで申し出てください。申請期間については、掲示でお知らせします。

［11］授業料
授業料の納付方法は、本学指定の金融機関（高知銀行・四国銀行・みずほ銀行・ゆうちょ銀行）の口

座からの引き落としとなっています。納期は第１学期分が５月、第２学期分が11月です。
口座引落の手続をしない場合は、５月（第１学期分）と11月（第２学期分）に学資負担者（令和２年

度以前の入学生については、保証人）へ請求書を送付します。
引き落とし日は、第１学期分が５月26日、第２学期分が11月26日（土・日・祝日の場合は翌営業日）

ですが、納入にあたって次のことに注意してください。
① 残高不足にならないように、引き落とし日の前日までに残高確認をお願いします。
② 納期である５月（第１学期分）と11月（第２学期分）に引き落としができなかった場合には、納
付されるまで毎月26日、９月及び３月は15日（土・日・祝日の場合は翌営業日）に引き落としを行
います。

③ ９月及び３月の引き落としを行った時点で未納の場合は、現金を財務部経理室出納係（大学本部
管理棟（事務局）２階）に持参して納付してください。

④ 授業料免除を申請し、免除不許可または一部免除となった場合は、決定後に引き落としを行いま
す。

⑤ 授業料について改定が行われた場合には、改定時から新授業料が適用されます。
【授業料の額】

［12］授業・課題に関する困りごとへのサポート
授業や課題に関する困りごとが生じたときは、授業担当教員が設定している｢オ

フィス・アワー｣を利用して質問・相談しましょう。他にも、本学では、授業・課題に
関する困りごとのタイプに応じた相談窓口が用意されています。詳しくは学び創造
センター学生支援部門ホームページの｢大学での学びに関する支援｣（右の二次元コー
ドからアクセス可）をお読みください。
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区 分 金 額（円） 納 期

学 部
第１学期分 267,900
第２学期分 267,900

５月
11月

大学院
第１学期分 267,900
第２学期分 267,900

５月
11月



［13］病気等を理由とする修学上の問題へのサポート
病気・怪我などの理由により修学（授業や試験）が困難な状況の場合は、修学機会を確保するために、

状況に応じた合理的配慮を検討します。
自ら修学を断念することのないよう、次の窓口等に相談してください。
・各学部の教務係等窓口、アドバイザー教員、インクルージョン支援推進室、保健管理センター

［14］アドバイザー教員
本学では、学生が大学生活を円滑に進められるように、アドバイザー教員制度を設けています。アド

バイザー教員は、本学の専任教員が担当し、履修計画及び進学・就職・健康や心配事等日常的な結びつ
きを重視し、学生生活全般に係る問題について助言指導するものです。
アドバイザー教員は共通教育科目の「大学基礎論」（１年生・第１学期開講授業）の授業の中で紹介し

ます（医学部を除く）。その後のアドバイザー教員の変更は、学部・学科等によって時期や変更方法が違っ
ていますが、最終的には卒業論文の指導をする教員等が担当するのが一般的なパターンです。
なお、医学部のアドバイザー教員は学年別掲示板（４月上旬頃）でお知らせします。

［15］学生への連絡
本学では、Web方式による「教務情報システムKULAS」で教務関係情報を提供しています。学内ネッ

トワーク、学外インターネット、スマートフォン等の携帯端末を利用してこのシステムにログインすれ
ば、講義連絡・休講通知・教室変更・時間割変更などの情報を閲覧することができます。
また、「教務情報システムKULAS」のほか、「公用掲示板」に連絡事項を掲示することもあります。
「教務情報システムKULAS」や「公用掲示板」は、一人ひとりに連絡をしなくても、学生それぞれが

必要な掲示を見ていることを前提としていますので、教務関係情報を見落としたために、重大な事態が
生じないよう、授業時間の合間等で必ず確認する習慣をつけてください。

◇ホームページ
《高知大学ホームページ》では、大学の総合案内と合わせて、学生生活に役立つ情報を紹介してい

ます。
https://www.kochi-u.ac.jp/

【公用掲示板】
◎設置場所

朝倉キャンパス・・・共通教育関係（共通教育３号館の東側）
就職関係（共通教育１号館の東側）
教員免許・実習・資格、大学院関係、授業料減免関係、奨学金関係（共通
教育２号館の東側）
教務関係（人文社会科学部棟の西側）
学生生活関係（共通教育１号館内、共通教育２号館の南側）

岡豊キャンパス・・・講義棟１階及び２階、実習棟３階、臨床講義棟１階、
看護学科棟１階、総合研究棟Ⅱ（旧大学院棟）１階

物部キャンパス・・・教務、学生生活、共通教育関係（物部総務課学務室窓口北側）

① 学生用メールについて
本学では、学生一人ひとりにメールアドレスを提供しています。（@s.kochi-u.ac.jp）
学生用メールは、次の２つの使い方があります。

１．Webメールとして利用
２．メールソフトを使用して利用
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それぞれの利用マニュアルが以下のページにありますので、セキュリティ対策
等と合わせて確認してください。
高知大学moodle share（全学認証 IDでログインしてください。）
https://moodle.kochi-u.ac.jp/share/course/view.php?id =11

② 全学認証 ID・パスワードについて
学内のネットワークに接続する際や、上記の学生用メール及び各種システムのログイン認証に必要

となります。
新入生については、教務情報システムKULAS履修登録説明会において、全学認証 ID・パスワード

を交付します。
全学認証 ID・パスワードを紛失または忘れてしまった方は、学術情報基盤図書館の各館窓口で再申

請してください。
全学認証 ID・パスワードは非常に重要ですので、各自が適切に管理してください。

３．諸手続に関する事項

［１］学生関係諸証明
朝倉キャンパス・・・学務課教師教育・資格教育支援係
岡豊キャンパス・・・学生課
物部キャンパス・・・物部総務課学務室

① 学生証
学生証は学生の身分を証明するためのもので、教室・研究室等に出入りするとき、図書館を利用す

るとき、試験を受けるとき、証明書等の交付を受けるとき等に必要です。また、職員から提示を求め
られることもありますので常に携帯し、裏面に記載されている注意事項を厳守し、取扱いに注意して
ください。
また、学生証は卒業するまで必要ですので、紛失した場合等はその旨を届け出て再交付を受けてく

ださい。なお、紛失等により再交付を受ける場合は、実費（1,700円）が必要となります。
また、卒業・退学などにより学籍を離れるときは、学生証は返却しなければなりません。

◇学籍番号
学生証には《学籍番号》が印字されています。この学籍番号を基に履修登録・成績・学籍異動など

教務情報システムの処理をしています。
手続書類には、学籍番号を正確に記入してください。

② 通学証明書・学生定期券申込書
ＪＲや電車・バスを利用して通学するための通学定期券を購入する場合は、大学が発行する通学証

明書または学生定期券申込書が必要です。購入日に余裕をもって、所定の用紙により申し込んでくだ
さい。

③ 学校学生生徒旅客運賃割引証（学割証）
学割証は、旅客鉄道株式会社（ＪＲ）を利用して、片道100kmを超える区間を、帰省・正課教育活

動・課外教育活動・就職試験・修学上の見学等の目的で旅行する場合に限って使用が認められ、普通
旅客運賃が２割引になります。学割証の交付は『証明書自動発行機』を利用してください。

【注意】学割証・通学証明書及び学生定期券申込書を不正に使用し、または他人に使用させた場合は、
割増運賃を追徴されるばかりでなく、犯罪行為に当たり、罪に問われますので不正使用は絶対
にしないでください。
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④ 在学証明書
『証明書自動発行機』で発行してください。

⑤ 成績証明書
成績証明書は、就職・進学及び資格取得などのために使用する証明書です。成績証明書は『証明書

自動発行機』では発行できませんので、担当窓口で交付申請を行ってください。

⑥ 個別成績表
個別成績表は、学生自身が成績や単位修得状況を確認するためのものです。「教務情報システム

KULAS」で確認することを勧めていますが、『証明書自動発行機』でも発行することができます。
第１学期の個別成績表は８月下旬頃、第２学期のものは２月下旬頃に交付を開始します。

◇証明書自動発行機
《証明書自動発行機》で利用できる証明書の種類は，在学証明書・卒業（修了）見込証明書・個別

成績表・健康診断証明書及び学割証です。画面に表示されている指示に従い学籍番号・パスワード（暗
証番号）・使用目的等を画面タッチで操作してください。ただし、医学部学生は健康診断証明書の発行
はできません。
利用できる時間は平日の午前８時30分から午後５時15分までです。また、データ更新等で利用でき

ないことがありますので，日数に余裕を持って利用してください。
◎設置場所 朝倉キャンパス・・・・学務課（学生サービスセンター内）

岡豊キャンパス・・・・学生課
物部キャンパス・・・・物部総務課学務室

【注意】証明書自動発行機を利用するためには、事前に教務情報システム KULAS でパスワード
（暗証番号）を設定する必要があります。

Ⅰ
学
生
生
活

27

諸手続一覧表
人文社会科･教育･
理工･地域協働･農林
海洋科学部１年生・
土佐さきがけプログラム
（朝倉キャンパス）

医学部
(岡豊キャンパス)

農林海洋科学部
(物部キャンパス)

学校学生生徒旅客運賃割引証（学割証） 証明書自動発行機
(共通教育１号館
学生サービスセン
ター内２階・学務
課）

証明書自動発行機
（管理棟１階
学生課）

証明書自動発行機
(１号館１階
物部総務課学務室)

在学証明書
個別成績表
卒業（修了）見込証明書
健康診断証明書 保健管理センター医学部分室
学生証

学務課
教師教育・資格教
育支援係

学生課 就職情報室

通学証明書・学生定期券申込書
成績証明書
卒業（修了）証明書
学力に関する証明書（教員免許申請時に必要）
学校図書館司書教諭単位修得証明書
上記以外の証明書



［２］学生の身分関係
① 休学及び復学（担当：学生サービスセンター学務課各学部教務係）

※ 医学部は学生課へ、農林海洋科学部は物部総務課学務室へ

病気その他の理由によって３か月以上修学できない場合は、学長の許可により、休学（引き続き２
年を超えない期間）することができます。手続には「休学願」のほか、病気による場合は医師の診断
書、特別な理由による場合は理由書が必要です。また、アドバイザー教員の意見書も必要ですのでよ
く相談してください。なお、学長許可までの手続が新学期に入ると原則として当該学期分の授業料納
付が必要となります。ただし、当該学期授業料納付期限内（４月・５月及び10月・11月）に手続を完
了した場合は、納付すべき授業料の額が当該月までの授業料に減免されますので、休学を希望する日
の１か月前までに各学部等担当係へ相談してください。
休学期間が終了するまでには、「復学願」・「休学延期願」または「退学願」を提出して許可を得なけ

ればなりません。
休学及び復学等は学籍に関する重要事項でもあり、授業料等の関係もあることから、手続には十分

に注意してください。なお、休学期間は在学期間には算入されません。

② 退学（担当：学生サービスセンター学務課各学部教務係）
※ 医学部は学生課へ、農林海洋科学部は物部総務課学務室へ

病気や経済的事由その他の理由で学業継続が困難となり退学する場合は、「退学願」を提出して学長
の許可を得なければなりません。このような場合、必ずアドバイザー教員と相談したうえで、担当に
申し出てください。なお、退学するには、その当該学期分の授業料を納めなければなりません。

③ 除籍（担当：学生サービスセンター学務課各学部教務係）
※ 医学部は学生課へ、農林海洋科学部は物部総務課学務室へ

学生が次の事項に該当するときは、学則に基づき除籍となります。
⑴ 病気その他の理由により、成業の見込みがない者
⑵ 入学料の免除もしくは徴収猶予を申請した者のうち、不許可または一部免除になった者で、所定
の期日までに納付しない者

⑶ 授業料または寄宿料を納付しない者
⑷ 所定の在学期間を超えた者
⑸ 休学期間の満了に際し、復学手続をしない者
⑹ 死亡または行方不明の者

◇学費と学籍
入学と同時に学籍が発生します。学籍は、原則として所定の期日まで（学期ごと）に授業料を納入

することによって継続していきます。授業料を納入しない場合は、学則に基づき除籍となり、学生の
身分を失うことになります。経済的に困難な場合は、早めに相談に来てください。

◇授業料未納による除籍日
（学則第16条第１項第３号適用による除籍日)

ただし、「高知大学における授業料未納学生に対する取扱要項」に定めた『除籍手続猶予申請書』
の提出により、除籍手続の猶予が認められた方はこの限りではありません。

④ 留学（担当：国際教育支援室）※ 医学部は学生課へ、農林海洋科学部（２年生以上）は物部総務課学務室へ
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区 分 除籍の日
第 １ 学 期 分 ９月30日限り
第 ２ 学 期 分 ３月31日限り



本学に在籍したまま、休学せずに外国の大学に留学することができます。これは、原則として、『本
学の教育課程の一貫として外国の大学での修学』を認めた留学の場合です。
なお、留学については「Ⅳ 国際交流」で詳しく説明します。

⑤ 表彰（担当：学生サービスセンター学生支援課）
※ 医学部は学生課へ、農林海洋科学部は物部総務課学務室へ

学業等成績優秀者、学術研究活動・芸術活動・文化活動等、または課外活動やボランティア活動及
び人命救助などにおいて特に顕著な業績を挙げたと認められる学生個人及び学生団体に対して表彰す
ることがあります。

⑥ 懲戒（担当：学生サービスセンター学務課／学生支援課）
※ 医学部は学生課へ、農林海洋科学部は物部総務課学務室へ

本学の秩序を乱し、または学生の本分に反する行為のあった者に対しては、当該学部教授会の議を
経て、学長が懲戒することとなります。
懲戒の種類には、退学・停学及び訓告があり、３か月以上にわたる停学については、卒業に必要な

修学期間に算入しません。上記のうち退学は、次の事項に該当する者について行います。
⑴ 本学の秩序を乱し、本学の教育研究・社会貢献活動を妨げる行為で、特に悪質と判断された場合
⑵ 学内または学外での学生の本分に反した重大な非違行為で、特に悪質と判断された場合

⑦ 転学部・転学科・転コース（担当：学生サービスセンター学務課各学部教務係）
※ 医学部は学生課へ、農林海洋科学部は物部総務課学務室へ

他学部または同一学部の他学科（課程・コース）に転ずることを希望する者がある場合は、欠員状
況により、当該学部・学科（課程・コース）による検査を実施して許可することがあります。手続方
法については、12月初旬に掲示します。希望者は、事前にアドバイザー教員または各学部担当者と相
談してください。

４．こんなときはこちらへ

［１］窓口案内
学生用窓口としては、効果的に援助・指導ができるように、学務課と学生支援課を包括した「学生サー

ビスセンター」を朝倉キャンパスに設置しています。また、岡豊キャンパスでは学生課が、物部キャン
パスでは物部総務課学務室があります。なお、農林海洋科学部の１年生は、朝倉キャンパスの学生サー
ビスセンターを利用してください。
ここでは、在学中の手続や相談事等の窓口について掲載しています。詳細については、学部の「履修

案内」や「高知大学ホームページ」をあわせて参照してください。
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◇ 氏名が変わったときや、本籍地の変更があったときは「身上異動届」が必要です。人文社会科
学部・教育学部・理工学部・地域協働学部・土佐さきがけプログラムの学生は学務課各学部教務
係へ、医学部は学生課へ、農林海洋科学部は物部総務課学務室へ申し出てください。

◇ 学籍情報（住所・電話番号など）に変更があった場合には、必ず「教務情報システムKULAS」
から登録内容の変更を行ってください。現住所などの情報は、大学側から本人や家族の方への連
絡、災害時や緊急時に使用されるものであり、個人情報として厳重に管理しています。登録内容
の変更が行われないと、緊急時に連絡がとれず、学生本人に重大な損害を招く恐れもあります。
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こんなときはこちらへ 掲載
ページ

履修方法に関する相談をしたい 19～21
≪人文社会科学部･教育学部･理工学部･地域協働学部･土佐さきがけプログラム≫
学生サービスセンター 学務課各学部教務係（共通教育
１号館２階）
≪医学部≫ 学生課 ≪農林海洋科学部≫ 物部総務課学務室

授業の内容や方法、課題に関する
相談は

18、19
24、32

《人文社会科学部・教育学部・理工学部・地域協働学部・土佐さきがけ
プログラム》学生サービスセンター 学務課各学部教務係（共通教育
１号館２階）《医学部》学生課《農林海洋科学部》物部総務課学務室
その他の窓口：授業担当者（オフィス・アワー）、インクルージョン支援推進室

（共通教育１号館１階）、学び創造センター学生支援部門ラーニングサポートユニッ
ト（詳細は24ページの［12］授業・課題に関する困りごとへのサポートを参照）

病気などにより修学上のサポート
が必要なとき 25

アドバイザー教員、ゼミの教員、インクルージョン支援推進室
（共通教育１号館１階）、保健管理センター
≪人文社会科学部･教育学部･理工学部･地域協働学部･土佐さきがけプログラム≫
学生サービスセンター 学務課各学部教務係（共通教育
１号館２階）
≪医学部≫ 学生課 ≪農林海洋科学部≫ 物部総務課学務室

学生証を紛失したときは 26、27
≪人文社会科学部･教育学部･理工学部･地域協働学部･土佐さきがけプログラム≫
学生サービスセンター 学務課教師教育・資格教育支援
係（共通教育１号館２階）
≪医学部≫ 学生課 ≪農林海洋科学部≫ 物部総務課学務室

休学や退学などに関する相談は 28～29
≪人文社会科学部･教育学部･理工学部･地域協働学部･土佐さきがけプログラム≫
学生サービスセンター 学務課各学部教務係（共通教育
１号館２階）
≪医学部≫ 学生課 ≪農林海洋科学部≫ 物部総務課学務室

氏名、本籍地等が変わったときは 29
≪人文社会科学部･教育学部･理工学部･地域協働学部･土佐さきがけプログラム≫
学生サービスセンター 学務課各学部教務係（共通教育
１号館２階）
≪医学部≫ 学生課 ≪農林海洋科学部≫ 物部総務課学務室

証明書が欲しいときは 26、27
≪人文社会科学部･教育学部･理工学部･地域協働学部･土佐さきがけプログラム≫
学生サービスセンター 学務課教師教育・資格教育支援
係、証明書自動発行機（共通教育１号館２階）
≪医学部≫ 学生課 ≪農林海洋科学部≫ 物部総務課学務室

海外留学を希望するときは 57～
≪人文社会科学部･教育学部･理工学部･地域協働学部･土佐さきがけプログラム≫
国際教育支援室
≪医学部≫ 学生課 ≪農林海洋科学部≫ 物部総務課学務室

授業料に関する相談は
（減免、徴収猶予など） 37

≪人文社会科学部･教育学部･理工学部･地域協働学部･土佐さきがけプログラム≫
学生サービスセンター 学生支援課（共通教育１号館１階）
≪医学部≫ 学生課 ≪農林海洋科学部≫ 物部総務課学務室

奨学金を希望するときは
（留学奨学金も含む）

37～40
57～58

≪人文社会科学部･教育学部･理工学部･地域協働学部･土佐さきがけプログラム≫
学生サービスセンター 学生支援課（共通教育１号館１階）
≪医学部≫ 学生課 ≪農林海洋科学部≫ 物部総務課学務室

アルバイトを希望するときは
（一般・家庭教師） 41～42

≪人文社会科学部･教育学部･理工学部･地域協働学部･土佐さきがけプログラム≫
学生サービスセンター 学生支援課（共通教育１号館１階）
≪医学部≫ 学生課 ≪農林海洋科学部≫ 物部総務課学務室

通学証明書・学生定期券申込書を
発行したいときは 26、27

≪人文社会科学部･教育学部･理工学部･地域協働学部･土佐さきがけプログラム≫
学生サービスセンター 学務課教師教育・資格教育支援
係（共通教育１号館２階）
≪医学部≫ 学生課 ≪農林海洋科学部≫ 物部総務課学務室

学割証がほしいときは 26、27 証明書自動発行機

課外活動施設を利用したいときは 51～52
≪人文社会科学部･教育学部･理工学部･地域協働学部･土佐さきがけプログラム≫
学生サービスセンター 学生支援課（共通教育１号館１階）
≪医学部≫ 学生課 ≪農林海洋科学部≫ 物部総務課学務室

学生寮に関する相談は 40～41

《人文社会科学部・教育学部・理工学部・医学部・農林海洋
科学部１年生・地域協働学部・土佐さきがけプログラム》
学生サービスセンター 学生支援課（共通教育１号館１階）
《農林海洋科学部２年生以上》物部総務課学務室 ※日
章寮に関すること

物品を借用したいときは 51 左記のページを参照してください。
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掲載
ページ

忘れ物、落し物をしたときは 90
各施設の事務室または
≪朝倉キャンパス≫ 学生サービスセンター 学生支援課（共通教育１号館１階）
≪岡豊キャンパス≫ 学生課 ≪物部キャンパス≫物部総務課学務室

セクハラ・アカハラ・いじめにあっ
たときは 86～87

ハラスメント相談員の連絡先はホームページを参照してください。
https://www.kochi-u.ac.jp/campus/life/sonota/sonota_harasu
または学生何でも相談室へ相談できます。
088-888-8010 gsoudan@kochi-u.ac.jp

事件・事故・災害にあったときは 88～89

平日（８：30～17：15）
⇒《朝倉キャンパス》学生支援課 844-8149
《岡豊キャンパス》学生課 880-2786
《物部キャンパス》物部総務課学務室 864-5116

上記以外の時間
⇒《朝倉キャンパス》警備員室 844-8320
《岡豊キャンパス》医学部附属病院事務当直室 866-5815

＊緊急時連絡のため、「教務情報システムＫＵＬＡＳ」に登録
されている現住所などの情報を利用しています。変更が
あった場合は、その都度、システムの情報を変更してくださ
い。

病気やケガの応急処置が必要なと
きや悩みの相談は

32
74～78
88

《朝倉キャンパス》
本部管理棟東 保健管理センター 844-8158

《岡豊キャンパス》
管理棟１階西 保健管理センター医学部分室 880-2581

《物部キャンパス》
日章会館２階 保健管理センター物部キャンパス保健相談室 864-5121

＊その他、以下の連絡先でも対応します。
平日（８：30～17：15）
⇒《朝倉キャンパス》学生サービスセンター 学生支援課

844-8149
学生何でも相談室 888-8010
（共通教育１号館１階）

《岡豊キャンパス》学生課 880-2786
《物部キャンパス》物部総務課学務室 864-5116

上記以外の時間
⇒《朝倉キャンパス》警備員室 844-8320
《岡豊キャンパス》医学部附属病院事務当直室 866-5815

健康診断証明書が必要なときは
27
76

証明書自動発行機
（ただし、岡豊キャンパスは保健管理センター医学部分室）

学生教育研究災害傷害保険の手続
は 44～45 《朝倉キャンパス》学生サービスセンター 学生支援課（共通教育１号館１階）

《岡豊キャンパス》学生課 《物部キャンパス》物部総務課学務室

国民年金、学生納付特例制度申請
代行の手続は 90 《朝倉キャンパス》学生サービスセンター 学生支援課（共通教育１号館１階）

《岡豊キャンパス》学生課 《物部キャンパス》物部総務課学務室

自動車で通学するには 85～86
「学内の交通規則」（83ページ）を参照し、各担当に申請してください。
《朝倉キャンパス》学生サービスセンター 学生支援課 （共通教育１号館１階）
《岡豊キャンパス》学生課 《物部キャンパス》物部総務課学務室

就職に関する相談をするときは 65～67 《朝倉キャンパス》学生サービスセンター 学生支援課就職室（共通教育１号館１階）
《岡豊キャンパス》学生課 《物部キャンパス》物部総務課学務室

外国語を集中的に勉強したいときは
留学生や海外の学生と交流したい
ときは

81 自律学習支援センター（OASIS）



［２］学生何でも相談室
本学では、「学生何でも相談室」を設置しています。
この窓口は、履修方法、成績、進学、学生生活、課外活動、就職、人間関係、あるいは健康管理など

に関する多種多様な疑問・不安・悩みを受け付け、相談内容に応じて相談機関や教職員を紹介し、適切
な指導を受けられるようにすることを目的としています。疑問や悩み事をどこに相談したらよいか分か
らないときは、気軽にこの相談室を利用してください。
また、窓口以外でも「E-mail」で、大学に対する意見やアイデアも含めて受け付けています。

［３］保健管理センター
身体だけでなくメンタル面の相談にも応じています。どんな些細な心配事や悩み事でも構いませんの

で、気軽に相談に来てください。
なお、相談内容など秘密は厳守としていますので、ご安心ください。
詳細は、74ページの「２．保健管理センター」を参照してください。

［４］学び創造センター学生支援部門
インクルージョン支援推進室
疾病・障害等のある学生への修学相談及び修学支援を各学部等と連携して行いま

す。学生が気軽に利用できる「からふるパレット」を併設しております。詳しくは、
学び創造センター学生支援部門ホームページの「障害・病気のある学生への修学支
援」（右の二次元コードからアクセス可）をお読みください。

キャンパスライフ支援ルーム「からふるパレット」
からふるパレットは、勉強やレポートの作成、授業の合間の休憩やお昼を食べた

り、おしゃべりしたりなど、障害の有無に関わらず全ての学生が利用できる場所で
す。学修活動のサポートや各種相談の窓口等にも対応しております。詳しくは、学
び創造センター学生支援部門ホームページの「からふるパレットのご案内」（右の二
次元コードからアクセス可）をお読みください。

ラーニングサポートユニット
レポート作成セミナー、レポート作成相談会の開催、英語の成績不振に関する相

談への助言等を通じて、個々の学生の「大学での学び」を支援します。詳しくは、学
び創造センター学生支援部門ホームページの「大学での学びに関する支援」（右の二
次元コードからアクセス可）をお読みください。
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学生何でも相談室連絡先 窓口受付時間
（全学） E-mail gsoudan@kochi-u.ac.jp

（朝倉キャンパス） ＴＥＬ 088-888-8010
ＦＡＸ 088-840-4134

（岡豊キャンパス） ＴＥＬ 088-880-2786
ＦＡＸ 088-880-2264

（物部キャンパス） ＴＥＬ 088-864-5116
ＦＡＸ 088-864-5134

８時30分～17時15分
（土・日・祝日を除く）
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Ⅱ 福利厚生

１．授業料の減免及び徴収猶予

授業料の納期は、第１学期分については５月、第２学期分については11月と決められておりますが、
授業料の納付が困難な者のために、授業料減免及び徴収猶予の制度があります。

経済的理由による授業料の減免及び徴収猶予
「高等教育の修学支援制度」の対象となる学部学生（留学生を除く）については、支援区分に応じた

額の授業料が減免されます。そのためには、授業料減免の申請を行うにあたり、日本学生支援機構の給
付奨学金に申請し、支援対象学生（支援区分Ⅰ～Ⅲ）に認定されることが条件となります。高等学校在
学中に予約採用手続を行っていない学生は、入学後に在学採用手続をとる必要があります。
授業料減免希望者は、学生支援課、学生課または物部総務課学務室に所定の期日までに申請してくだ

さい。申請書類及び申請方法は「教務情報システムKULAS」入学料免除、授業料免除関係の掲示板で
お知らせします。
授業料減免申請書・継続願の提出は、第１学期分は３月末頃（新入生は４月中旬頃）、第２学期分は９

月末頃となります。
また、家計支持者の失職、死亡または災害等による家計急変が生じた場合は、学生支援課まで申し出

てください。
授業料の徴収猶予を願い出ようとする方は、上記授業料減免の申請時期までに、必要書類を添付して、

学生支援課、学生課または物部総務課学務室に申請してください。

２．奨学金制度

奨学金制度としては、日本学生支援機構の奨学金が主なものですが、その他に高知大学独自の奨学金
及び地方公共団体や民間育英団体等の奨学金があります。

［１］日本学生支援機構（JASSO）の奨学金
大学・大学院等で学ぶ人を対象とした、国が実施する奨学金です。

【給付奨学金】〈学部奨学生〉
国の施策の一つである「高等教育の修学支援新制度」の対象となった学生は、入学料や授業料が減免

され、日本学生支援機構より奨学金が給付されます。高知大学は、文部科学大臣に対して高等教育の修
学支援新制度の機関要件確認申請を行い、対象機関（大学等）として公表されました。
【支援内容】 授業料等減免制度の創設（入学金を含む）、給付型奨学金の支給の拡充
＊但し、すでに支払った入学金・授業料については対象外となります。
【対象となる学生】 住民税非課税世帯及びそれに準ずる世帯の学生。但し、留学生は対象外。
給付奨学金制度の概要は
●日本学生支援機構ホームページ「給付奨学金（返済不要）」
https://www.jasso.go.jp/shogakukin/about/kyufu/index.html でご確認ください｡

○高知大学における給付奨学金制度の実施について
① 予約採用

給付奨学生の採用候補者に決定している方は、進学後所定の期日までに「進学届」を大学の奨学
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金担当窓口に提出する必要があります。進学届を提出しないと給付奨学生として採用されません。
② 入学後の募集スケジュール（予定）

年間２回の募集が予定されています。
・４月募集→７月採用決定
・９月募集→12月採用決定
募集等の実施時期についての詳細は日本学生支援機構から通知があり次第、教務情報システム

KULAS・奨学金関係の掲示板でお知らせします。
③ 在籍報告

奨学金受給中は定期的に在籍状況及び通学形態についての報告が必要です。所定の期限までに報
告がないときは、奨学金の支給が止まります。

④ 奨学金の継続
毎年度、翌年度の給付継続について申請し、資格について審査を受けます。成績不振等の場合、

奨学金の交付が止まること等があります。

【貸与奨学金】
① 予約採用

高等学校等で貸与奨学生の採用候補者に決定している方は、進学後所定の期日までに「進学届」
を大学の奨学金担当窓口に提出する必要があります。進学届を提出しないと貸与奨学生として採用
されません。

② 入学後の募集
在学採用(入学後の申込)は、４月に募集します。（秋に二次採用が実施されることがあります。）
奨学金申請希望者は学生支援課、学生課または物部総務課学務室に所定の期日までに申請してく

ださい。申請書類は、説明会（４月上旬実施予定）等で配付・説明しますので、その時期の掲示に
注意してください。

③ 奨学金の種別
❞第一種奨学金（無利息）
❟第二種奨学金（利息付)…在学中は無利息、卒業後年３％を上限とする利息付。
❠入学時特別増額貸与奨学金（利息付)…この奨学金は日本政策金融公庫の「国の教育ローン」を
希望したが、融資を受けられなかった世帯の学生を対象とし、第１学年（編入学者の入学年次を
含む）において、希望により第１回目振込時の月額に増額して貸与を受けることができます。

④ 貸与月額
❞第一種奨学金（無利息）（予定）

〈学部奨学生〉

※最高月額を選択するには家計支持者の認定所得金額が日本学生支援機構の定める収入基準額以下であることが必要で

す。

※給付奨学金を受ける方は、日本学生支援機構第一種奨学金（貸与）の奨学金月額が減額される場合があります。
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区 分 貸与月額

自宅通学 (最高月額)
45,000円 30,000円 20,000円

自宅外通学 (最高月額)
51,000円 40,000円 30,000円 20,000円



〈大学院奨学生〉

❟第二種奨学金（貸与月額）（予定）
〈学部奨学生〉

２万円、３万円、４万円、５万円、６万円、７万円、８万円、９万円、10万円、11万円、12万円
から選択

〈大学院奨学生〉
５万円、８万円、10万円、13万円、15万円から選択

❠入学時特別増額貸与奨学金（貸与額）
10万円、20万円、30万円、40万円、50万円から選択

⑤ 奨学金返還誓約書の提出
採用にあたって「奨学金返還誓約書」の提出が必要です。採用時に配付する「奨学生のしおり」

に詳細が記載されています。
なお、卒業・修了等による３月満期者については11月頃に返還説明会を実施（予定）します。

⑥ 奨学金の継続
翌年度も奨学金の貸与を希望する奨学生は、12月下旬頃実施する（予定の）「奨学金継続願説明会」

に出席し、スカラネット・パーソナル（日本学生支援機構の奨学金についての情報システム）から
継続の手続を行います。
大学は奨学生の修学状況等を審査し適格認定をします。状況により停止・警告の指導を行いま

す。また成績不振の場合は奨学金が廃止となることがあります。なお、奨学金継続願の手続を行わ
ない場合、奨学金は廃止になります。

【給付・貸与奨学金共通事項・その他】
① 家計支持者の失職、死亡または災害等による家計急変のため緊急に奨学金の給付・貸与を必要と
する方については随時申込を受け付けますので、上記の時期にかかわらず担当窓口まで申し出てく
ださい。

② 奨学生の異動
学籍上の異動（休学・退学・早期卒業等）及び留学することが決まった場合は、奨学金担当窓口

に直ちに申し出を行い、異動願（届）等を提出してください。
③ 奨学金返還猶予（在学猶予）手続

高等学校等、大学または大学院で日本学生支援機構奨学生であった者は、「在学届」（所定の用紙
を奨学金担当窓口で配付）を所定の期日までに学生支援課、学生課または物部総務課学務室へ提出
してください。

④ 海外留学の奨学金
在学中に学生交流協定を締結している大学に短期留学をする場合は第二種奨学金（短期留学）の

貸与を受けることができます。
また、学部卒業後に海外の大学及び大学院に進学を希望する場合は第二種奨学金（海外）の制度

があります。
貸与を希望する場合は学生支援課、学生課または物部総務課学務室の窓口に相談してください。
留学のための給付型奨学金については、「Ⅳ国際交流」を参照してください。

※日本学生支援機構奨学金の詳しい内容は日本学生支援機構のホームページを確認してください。

https://www.jasso.go.jp/shogakukin/index.html
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区分 貸与月額
修士課程 50,000円、88,000円から選択
博士課程 80,000円、122,000円から選択



［２］高知大学修学支援基金奨学金（全学部対象）
本奨学金は、高知大学教職員及び卒業生、高知県内の企業や県民の皆様をはじめとした多くの方から

の寄附金に基づく「高知大学修学支援基金」を原資として、経済的理由により修学が困難な学生の修学
を支援し、高知県及び我が国の将来を支える人材の育成に資することを目的とする、返還義務を必要と
しない奨学金制度です。
申請を希望する場合は、学生支援課、学生課または物部総務課学務室の窓口に申し出てください。
○申込時期：教務情報システムKULAS及び奨学金関係掲示板等に案内予定
○申請資格・条件：次の各号に掲げる事項をすべて満たした者
１．修学に意欲があり、本学の教育目標に沿った成果を修める見込みがあること
２．「高知大学授業料免除及び徴収猶予選考基準」に定める家計基準以下であること
３．アドバイザー教員の推薦を得ていること

○支給額・募集人数：１年間30万円／年・20名以内（令和４年度実績)

［３］高知大学医学部岡豊奨学会奨学金制度
医学部に在学する学資の支弁が困難な学生（外国人留学生を除く）に対して奨学金を１年間支給する

ものです。原則として、日本学生支援機構貸与奨学金の申請のない学生等は含みません。ただし、特別
の事情がある場合はこの限りではありません。
申請希望者は、アドバイザー教員に相談の上、所定の申請書（学生課で配付する）の推薦理由欄に記

入・捺印を受け学生課まで提出してください。申請の時期は必要が生じた時点です。また、採用される
のは年間若干名です。

［４］高知大学池知奨学金
農林海洋科学部農林資源環境科学科または農林資源科学科に在学する将来林業の振興に貢献しようと

する者のうち学術優秀、志操堅実であって身体強健な者、学資の支弁が困難と認められる者であって、
他から奨学資金を受けない者に対して支給する奨学金です。申請希望者は、物部総務課学務室に問い合
わせてください。

［５］その他の奨学金制度
日本学生支援機構のほかに、政府機関・地方公共団体及び民間育英団体等の募集する奨学金制度があ

ります。
これらは貸与条件、給付条件及び出願期間がまちまちで、大学に募集依頼のあったときに、その都度

掲示しますので、希望者は学生支援課、学生課または物部総務課学務室へ問い合わせてください。願書・
推薦書等に大学の証明が必要な場合も、関係書類を全て学生支援課、学生課または物部総務課学務室へ
提出してください。
出願する場合は、当該奨学金制度の趣旨、規程等を理解し、家族とも十分相談することが必要です。

またアドバイザー教員にも相談し、指導・助言を受けておくことを勧めます。

３．学生寮

学生寮は、学生に勉学と良好な生活環境を提供し、修学を容易にすることを目的とした施設です。本
学では、学部及び大学院の学生を対象に、次の４寮を設置しています。

① 南溟寮 ② かつら寮 ③ ときわ寮 ④ 日章寮
入寮を希望する者は、①～③については学生支援課、④については物部総務課学務室にお問い合わせ

ください。
各寮の概要は次のとおりです。
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① 南溟寮（男子）定員242人（朝倉キャンパス）
建物は鉄筋コンクリート３階建、居室は２人部屋で、ベッド、机、椅子、書棚、ロッカー、スチー

ム暖房の設備があり、他に食堂、浴室、談話室があります。
② かつら寮（女子）定員60人（朝倉キャンパス）

建物は鉄筋コンクリート３階建、居室は２人部屋の６畳和室で、机、椅子、書棚、ロッカー、電
気コタツの設備があり、他に食堂、浴室、談話室等があります。

③ ときわ寮（女子）定員82人（朝倉キャンパス）
建物は鉄筋コンクリート３階建で、居室棟が南北の２棟に分かれています。居室はすべて個室で、

ベッド、机、椅子、書棚、ロッカーが備えられています。食堂の施設はありませんが、６人または
７人（階によって異なる）のグループごとに、それぞれリビングルーム、補食室、洗面所、洗濯場、
風呂、トイレの設備があり、補食室を利用して自炊できるようになっています。他に、談話室、管
理室等の共同棟があります。

④ 日章寮（男子）定員60人（物部キャンパス）※２年生から入寮可能
建物は鉄筋コンクリート４階建です。居室はすべて個室で、ベッド、机、椅子、書棚、ロッカー

等が備えられています。食堂の施設はありませんが、各階の補食室を利用し、自炊できるようになっ
ています。また、食事は日章会館の食堂を利用することもできます。その他、浴室、談話室、応接
室があります。
※南溟寮及びかつら寮の居室は、当分の間、１人部屋としています。

４．アパートの紹介

［１］紹 介
下宿、アパート・マンションについては、高知大学生活協同組合（生協）（℡088-855-5150）で年間

を通して紹介しています。
下宿、アパート・マンションを希望する者は、生協で「下見希望物件」を選択のうえ、生協及び業者

の案内で現地の周辺環境等を確認したうえで契約してください。
医学部は、キャンパス近くに学生寮がありません。医学部近隣のアパート・マンション等の住まい紹

介を、生協で取り扱っています。詳しくは、生協へ問い合わせてください。
部屋代の現況はおおよそ次のとおりです。

［２］注意事項
① 部屋は周辺環境等を確認したうえで納得してから決めてください。契約時には契約期間内に途中
解約する場合の条件等、賃貸上トラブルの起こらないよう、契約内容を確認してください。

② 学生並びに市民としてのマナーを守り、近隣者に迷惑をかけないように、特にゴミの出し方や夜
間の騒音には気をつけてください。また、火災には十分気をつけるとともに、万が一の時のために
契約時に指定される火災共済、火災保険に必ず加入してください。

５．アルバイトについて

学生支援課（物部キャンパスでは物部総務課学務室）で取り扱っています。申込要領及び留意事項は
次のとおりです。１年生については、キャンパスライフにも十分慣れた第２学期以降に行うことを指導
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畳数 部 屋 代 備 考
６畳 20,000円～40,000円 建物の新旧、条件等で異なる。

雑費、共益費含む。８畳 30,000円～50,000円



していますが、経済的に特別困難な場合は、担当者と相談してください。
なお、医学部については、教育的配慮のもとに家庭教師に限って紹介を行っています。（近年は学習

塾の増加等により、家庭教師の需要は少なくなっています。）希望者は学生課へ申し出てください。

［１］一般アルバイト（家庭教師以外）
① KULASに提示してある「学生アルバイト求人票」を見て、希望するものがあれば求人票の依頼
者連絡先に直接電話で申込してください。

② 依頼者との約束を守り、遅刻・無断欠勤は絶対にしないでください。

［２］家庭教師
① 家庭教師を希望する方は、事前に「高知大学アルバイト（家庭教師）申込登録票」に必要事項を
記入して学生支援課に提出し、登録（年１回）してください。

② KULASに提示してある「アルバイト（家庭教師）募集票」を見て希望するものがあれば、担当者
に申し出てください。

③ 依頼者の氏名・電話番号等は個人情報ですので、登録している学生間も含め、他者には教えない
でください。

④ 依頼者に連絡して、依頼者の要望と当方の条件について話し合い、採用不採用の結果を必ず担当
者まで申し出てください。

［３］注意事項
① 求人票の内容と実際の労働条件が異なる場合は、学生支援課担当まで報告してください。
② 勤務条件は、必ず事前に確認のうえ決定してください。
③ 勤務先に車・バイクで行く場合は、駐車場の確認を含めて移動中に事故を起こさないよう気をつ
けてください。

④ 選挙活動には一部の例外を除いて「公職選挙法で定めた無償の原則」があり、単なるアルバイト
と思って従事したことが「公職選挙法違反」として問われる場合があるので、学生のみなさんは十
分注意してください。

⑤ 次のような職種については、学生アルバイトとして不適当と判断して求人があっても大学として
は断っています。

６．福利厚生施設

福利厚生施設は、学生相互の日常的人間関係を緊密にし、友情を深め、趣味・嗜好・研究等を通じて
相互に啓発し、人間形成を図るなど大学における教育をより実りあるものとするための施設です。
本学にはこのための施設として、学生及び教職員の福利厚生を増進する場として重要な樗（おうち）

クラブ学生ラウンジ（朝倉キャンパス）、学生会館（朝倉キャンパス）、医学部会館（岡豊キャンパス）、
日章会館（物部キャンパス）があります。
① 樗（おうち）クラブ学生ラウンジ（朝倉キャンパス）

建物の前面にウッドデッキや池を配した広い庭があるなど、学生・教職員が集い、語らうことの
できる憩いの場であるとともに、学習することができるフリースペースです。
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長期の休業期間を除き１週間以上にわたる昼間の業務、車両運転及び危険と判断される業務、
家庭訪問等の物品販売、午後10時以降の深夜労働、風俗営業等の職種、その他教育的に好まし
くないもの



② 学生会館（朝倉キャンパス）
学生会館は、朝倉キャンパス内にある鉄筋コンクリート２階建ての１号館・２号館（福利厚生施

設）から成り立っています。この会館は、学生間及び学生と教職員相互の親睦を図る場として、ま
た、課外活動の中心の場であるとともに、学生、教職員の福利厚生を図り、学生生活をより豊かな
ものにするための多目的な機能を持つ施設です。内部にはカフェテリア・ベーカリーカフェ・ショッ
プ・談話室・集会室等がありますので広く利用してください。
集会室・和室等を使用する場合は、所定の様式による集会施設（場所）使用許可願を事前に学生

支援課に提出し、学生会館使用規則を守り使用してください。日曜・祝日等は閉館します。
③ 生協の営業内容及び営業時間等について（朝倉キャンパス・物部キャンパス）

朝倉キャンパス・物部キャンパスには学生生活を円滑に過ごすため、学生及び教職員を構成員と
する高知大学生活協同組合（生協）があります。
生協では、朝倉キャンパスの学生会館及び物部キャンパスの日章会館の一部を利用し、食堂、書

籍、購買、プレイガイドや学生の病気、ケガなどに対する共済活動を行っています。生協や共済へ
の加入、脱退等の手続は学生会館の生協事務室及び日章会館購買部で取り扱っています。
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施設名 室名 利用可能時間 使用手続

樗（おうち）クラブ学生
ラウンジ・ほっとステー
ション

ラウンジ１ ８：30～19：00
（土曜・日曜・祝祭
日・大学休業日は休
業）

企画等で使用する場合は、
学生支援課へ申し出て、許
可を受けて使用してくださ
い。

ラウンジ２

談 話 室

場所 部 門 営 業 内 容 営 業 時 間

学

生

会

館

カフェテリア
朝食、昼食、夕食
（好みのものを組み合わせて食事できるカフェテリ
アスタイル）

8：00～22：00（月～金）
11：00～19：00（土）
(日曜・祝祭日は休業）

ベーカリー
カフェ 焼きたてパン・サンド・パスタ・飲料

10：00～15：00
(土曜・日曜・祝祭日は休業）

ショップ

文房具、パソコン、日用雑貨、飲料、菓子、教材パ
ソコンサポート
教科書、専門書、一般書、雑誌、公務員・教員試験
通信講座、TOEIC・英検等申込
航空券、JR切符、フェリー乗船券､宿泊､チケット、
DPE､レンタカー・自動車学校､引越､インターネッ
ト、国際学生証等学生生活に必要な物を販売

8：30～18：30
(土曜・日曜・祝祭日は休業）

生命共済
(生協事務室）

学生生活（学習、実験、サークル活動、合宿、旅行など）に伴う危険に備え、
学生が相互に助け合おうとする制度

学生賠償責任保険
(生協事務室） 学生賠償責任保険

日
章
会
館

食 堂
朝食、昼食、夕食
単品を主体としたカフェテリアスタイル
夕食は定食スタイル

8：15～19：00
(土曜・日曜・祝祭日は休業）

購 買
書 籍

文房具、日用雑貨、飲料、菓子類他学生生活に必要
なものほとんどを販売。教科書、専門書、一般書籍、
雑誌、公務員・教員試験通信講座、英検申込等。
店舗にないものは、注文で取り寄せができます。

10：15～14：00
(土曜・日曜・祝祭日は休業）

員
室
西
方

朝
倉
警
務

理 髪
総合調髪 1,700円
カット 1,000円

9：00～19：00
（月曜は休業）



④ 医学部会館（岡豊キャンパス）
❞館内設備（談話室及び研修室）

医学部会館は、学生生活の中心的な施設で、コミュニケーションの場としての談話室、学習室
及び和室があります。

○ 使用手続
和室の使用は、学生課学生支援係へ申し出て、許可を受けて使用してください。

○ 開館時間
８：30～21：00

○ 休館日
土曜日、日曜日、祝日、年末年始（12月28日～１月４日）

❟館内施設（食堂及び売店）

７．保険制度

大学では、正課中、学校行事中、課外活動中等における学生の安全については十分な配慮をしていま
すが、不慮の事故により学生自身が傷害を被ったり、他人にケガをさせたり物を壊したりしたことによ
る損害賠償責任を負う可能性がゼロではありません。本学では、このような場合に備え、「傷害保険」及
び「賠償責任保険」に新入生全員が必ず加入することとしています。
実験・実習及び実技科目、学外で実習等を行う科目（博物館館園実習、介護等体験、教育実習、各種

インターンシップ、その他外部機関の施設等を利用する授業等）を履修する場合は、「傷害保険」及び「賠
償責任保険」に加入していることが必須条件となっています。
① 学生教育研究災害傷害保険（学研災）

学生が教育研究活動中に被った急激かつ偶然な外来の事故または通学中の事故により自分の身体
に被った被害を救済する災害保証制度です。

② 学研災付帯賠償責任保険
他人の身体に被害を負わせ、または他人の財物を損傷させた被保険者が損害賠償責任を負った場

合適用される保険として以下のものがあります。ただし、上記学研災の加入者しか加入できません。
・Ａコース 学生教育研究賠償責任保険（学研賠）
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階数 施設名 面積（㎡） 概 要
一階 談 話 室 132 学生、教職員が自由に談話し、会合や読書などに利用できます。

二階

学習室11 28 ６年生の学習室に利用
〃 12 29 〃
〃 13 34 〃
〃 14 33 〃
〃 15 34 〃
〃 16 34 〃
〃 17 35 〃

和 室 42 研修、クラブ活動などに利用

食 堂
好みのメニューを選べるカフェテリア方
式

食堂 8：00～19：30
（各季等休業期間は11：30～13：30）
（土曜、日曜・祝祭日は休業）

書 店
専門書、雑誌、小説、文房具等の販売、
コピーのサービス、解剖器具等の販売

8：30～17：30（土曜日は不定休）
（日曜・祝祭日は休業）



・Ｃコース 医学生教育研究賠償責任保険（医学賠）
人文社会科学部・教育学部・理工学部・農林海洋科学部・地域協働学部の学生は、Ａコース（学

研賠）に加入してください。

なお、詳細については、学生支援課、学生課または物部総務課学務室まで問い合わせてください。

【保険料】

医学部では、教育研究活動中以外の思わぬ傷害、賠償責任及び感染事故等に対応できるよう、より補
償内容が充実した「学研災付帯学生生活総合保険」、「総合補償制度Will（看護学科対象）」の案内をし
ています。保険料、加入方法、補償の内容は、各保険で異なりますのでそれぞれの問合せ先にご確認く
ださい。

１ 学研災付帯学生生活総合保険（全学部等対象）
公益財団法人日本国際教育支援協会が取り扱っている保険です。
（問合せ先）
〒103-0027 東京都中央区日本橋１－19－１ 日本橋ダイヤビルディング８階

0120-811-806（土・日・祝日を除く、９：30～17：00）
２ 総合補償制度Will（看護学科対象）

一般社会法人日本看護学校協議会共済会が取り扱っている共済制度と損害保険で構成された看
護学生向けの補償制度です。
（問合せ先）
〒783-8505 高知県南国市岡豊町小蓮
高知大学医学部・病院事務部学生課学生支援係
TEL 088-880-2268

Ⅱ
福
利
厚
生

45

学部 学科・課程名
保険
期間

学研災
（死亡保険金
2,000万円コース）

学研賠（医学部以外）
医学賠（医学部）

人文社会科学部 人文社会科学科 ４年間 3,300円 1,360円

教 育 学 部
学校教育教員
養成課程

４年間 3,300円 1,360円

理 工 学 部 全学科 ４年間 3,300円 1,360円

医 学 部
医学科 ６年間

(4,800円）
後援会負担

3,000円

看護学科 ４年間
(3,370円）
後援会負担

2,000円

農林海洋科学部 全学科 ４年間 3,300円 1,360円
地域協働学部 地域協働学科 ４年間 3,300円 1,360円









Ⅲ 課外活動

大学における課外活動は、学生が自主的・自律的に行う正課外の活動です。大学教育における人間形
成は、正課教育を通じても行われることは言うまでもありません。しかし、課外活動を通じて広い知的
視野を開発し豊かな情操と健全な心身を育成することも、人間形成の上で大きな役割を果たしていると
考えます。
学生は各自の適性や目的に合った課外活動に自主的に参加することにより、正課教育だけでは得るこ

とのできない経験や学部・学年を超えた仲間との交流を通じ、豊かな人間性を育むとともに社会人とし
ての資質を高めていくことができると期待されるものです。
このように、課外活動は学生の自主性に基づいて自らが選んだ課題を実践することに教育的意義があ

り、大学ではその健全な発展を奨励するための支援を行っています。

１．課外活動

皆さんが各種サークルに入って活動していく場合には、ルール、手続がありますので、大学に届け出
て活動してください。また、サークル活動に限らず、個人やグループで学外の団体に加入したり行事等
に参加する場合も、大学に届け出るように努めてください。具体的なことは、各担当課（朝倉キャンパ
スは学生支援課､医学部は学生課、農林海洋科学部は物部総務課学務室）にお尋ねください。
① 課外活動施設について

課外活動施設を使用する場合は、課外活動窓口へ申し出てください。なお、これらの施設の使用
に際しては、使用心得を守り、お互いに気持ちよく利用できるよう心がけてください。

② サークル行事について
学内外での競技会、合宿練習、登山、水泳等の行事への参加及びこれらの行事を計画した場合に

は、遅くても実施日の１週間前までに「サークル行事届」（医学部は「学生活動承認願」）を課外活
動窓口へ届け出てください。これは不慮の事故、災害に対応するために必要な措置ですので遵守し
てください。事故は、当事者の不幸にとどまらず、家族や大学、更には広く社会にまで迷惑を及ぼ
すことがありますので、サークル行事等は良識を持って慎重に計画し、実施してください。

③ その他の活動について
学外団体への加入、学外行事への参加、地域との連携による活動など、個人やグループとして参

加または活動する場合で、本学に関連のある名称を使用するときは、「学生活動承認願」を課外活動
窓口へ届け出てください。

２．課外活動団体

本学の学生課外活動団体については、文化系、体育系があり、多くの学生がサークルに所属して活動
しています。昨年度に届出のあった課外活動団体は次のとおりです。
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サークル活動
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朝倉地区

文化系サークル 体育系サークル
1 交響楽団 1 陸上競技部
2 吹奏楽団 2 水泳部
3 合唱団 3 ヨット部
4 邦楽部 4 サイクリング部
5 フォークソング部 5 Free Climbing Club
6 FOLK FOLK 6 ワンダーフォーゲル部
7 軽音楽部（BLUE SKY) 7 ダンス部
8 軽音楽部（SEA BREEZE) 8 硬式庭球部
9 美術部 9 ソフトテニス部
10 裏千家茶道部 10 サッカー部
11 演劇研究会 11 ラグビー部
12 星の会 12 バレーボール部
13 野生生物研究会 13 ハンドボール部
14 Hand to hand 14 硬式野球部
15 写真部 15 バドミントン部
16 子ども倶楽部 16 アメリカンフットボール部
17 総合映像研究会 17 ソフトボール部
18 放送研究会ＪＡＫＫＵ 18 ライフル射撃部
19 園芸部 19 柔道部
20 奇術部 20 剣道部
21 文芸創作サークル 海老銃 21 合氣道部
22 高知大学防災すけっと隊 22 空手道部
23 アカペラサークルOn-Air 23 少林寺拳法部
24 かめイズム 24 弓道部

25 卓球部
26 体操競技部
27 バスケットボール部
28 軟式野球部
29 フットサル部
30 ラクロス部
31 ボート部

岡豊地区

文化系サークル 体育系サークル
1 アウトドア・ＨＡＭ・サークル 1 医学部合氣道部
2 医学部囲碁・将棋部 2 医学部空手道部
3 ＡＣＬＳ南国 3 医学部弓道部
4 ＡＣＴ-Ｋ 4 医学部剣道部
5 医学部合唱団 5 医学部硬式庭球部
6 小原流華道部 6 医学部ゴルフ部
7 医学部管弦楽団 7 医学部サッカー部
8 医学部漢方研究会 8 医学部蹴球会
9 医学部軽音部 9 医学部柔道部
10 医学部裏千家茶道部 10 医学部準硬式野球部
11 医学部写真部 11 医学部ソフトボール部
12 医学部ジャズ研究会 12 医学部ダイビング部
13 医学部ダンス部 13 医学部卓球部
14 医学部天文部 14 医学部バスケットボール部
15 Peer 部 15 医学部バドミントン部
16 医学部美術部 16 医学部ハンドボール部
17 フィールド医学研究会 17 医学部バレーボール部
18 Mental Health Care Club 18 医学部ヨット部
19 地域医療研究会ARMS 19 医学部ラグビー部
20 医学部まんが研究部 20 医学部ワンダーフォーゲル部

21 水泳部
22 陸上競技部



３．課外活動施設

① 体育施設
体育施設には現在次の施設がありますが、これらの中には体育の正課に使用されるものも含まれ

ていますので、課外活動に使用できるのは主として休日や放課後になっています。
利用に関しては下記問い合わせ先にご連絡ください。

◎ 体育施設

② 合宿研修施設
合宿研修施設は朝倉キャンパス内にあり、課外活動共用施設の２階の一部を使用しています。こ

の施設は、本学が企画する行事または本学が認める学生団体の研修の場として使用するものです。
利用しようとするときは、「使用許可願」に必要事項を記載し、事前に学生支援課に提出して許可を
受けてください。使用に際しては、合宿研修施設使用規則に定められた諸事項を厳守してください。

③ 課外活動貸出物品
課外活動用具として次のものを貸し出しすることができますので、借用を希望する場合は所管の

担当に申し込んでください。
○学生支援課…（ハンドマイク、トランシーバー、拡声装置、行事用テント、机、パイプ椅子、暗
幕、延長コード、ストップウォッチ、ビデオカメラ、リヤカー等）

○保健管理センター…（救急カバン、ＡＥＤ※(自動体外式除細動器）)※朝倉のみ可能。ただし、平
日の貸出は不可。

○学生課…（テント、パイプ椅子、暗幕、キャンプ用具、拡声器、クーラーボックス、延長コード等）
○物部総務課学務室…（ソフトボール用具、硬式・軟式テニス用具、バドミントン用具、バレーボー
ル、サッカーボール、クーラーボックス、学生サークル室）

④ クラブ活動賠償責任保険について
（ア）保険制度の概要

指導者（顧問・監督・部長・キャプテン等で、ＯＢや学外者で指導している方も対象となります。）
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名 称 場 所
施 設 の 概 要

問い合わせ先
面 積 等 内 容

運動場

朝 倉

10,506㎡ 野球、サッカー（共同）

学生支援課
844-8149

陸上競技場 18,723㎡ 陸上、ラグビー、アメリカンフットボール、ラクロス（共同）
弓道場 90㎡ 弓道
武道場 576㎡ 剣道、柔道、空手道
体育館 1,543㎡ バレーボール､バスケットボール､バドミントン､体操
トレーニング室 292㎡ トレーニング､ダンス
卓球場 212㎡ 卓球
プール 50m ６コース 水泳
テニスコート １面 （クレーコート）
体育館
テニスコート

朝倉南
団地

1,094㎡
６面

卓球､ハンドボール､バレーボール、バスケットボール、フットサル、バドミントン､トレーニングルーム
（オムニコート２面、クレーコート４面）

運動場
物 部

15,892㎡ 物部総務課
学務室
864-5217

テニスコート ３面 （オムニコート１面、ハードコート２面）
体育館 1,077㎡ バレーボール、バスケットボール、バドミントン、ダンス、武道
陸上競技場

岡 豊

14,440㎡ サッカー、ラグビー（共同）

学生課
880-2528

（野球場） （12,286㎡) （現在、東駐車場として使用中）
体育館 1,080㎡ バレーボール、バスケットボール、卓球、バドミントン、フットサル
武道場 363㎡ 空手道、合気道、剣道、柔道、ダンス
弓道場 133㎡
テニスコート ５面 （オムニコート）
プール 50ｍ ７コース



の管理、指導上のミスにより、部員等の生命もしくは身体を害したことについて、法律上の損害賠
償責任を負担することによって被る損害をてん補する制度です。

（イ）補償の対象となる範囲
・損害賠償金
・争訴費用（訴訟費用、弁護士報酬、仲裁、和解、調停のための費用）
・求償権保全費用
・損害防止軽減費用
・保険会社への協力費用等

（ウ）補償の対象とならないもの
・契約者または被保険者の故意による事故
・暴動や天災による事故
・自動車、航空機の所有、使用または管理による事故等

（エ）賠償責任限度額
・対人補償１人１億円、１事故３億円

（オ）保険料及び申し込み
保険の期間は１年で、手続には保険会社指定の申込書（クラブの代表者の印鑑と指導者を含む全

員の名簿が必要）の提出が必要ですので、学生支援課課外活動担当、医学部は学生課で手続をして
ください。

４．学生自治会

学生生活全般の発展向上と会員相互の親睦を図ることを目的とした活動を行っており、岡豊キャンパ
スに学生自治会があります。

（岡豊キャンパス）
医学部学生自治会は、医学部のある岡豊キャンパスに本部があり、医学部の学生（以下、医学生とい

う）は原則全員加盟制となっています。
執行委員会は、執行委員長、執行副委員長、会計長、書記長により構成されており、毎年行われる代

議員会で、活動報告や予算案の承認や年度の決算報告を行っています。
活動としては、新入生歓迎行事、大学祭、体育祭、よさこい祭りの補助や、施設の充実等への働きか

け等を行っています。施設充実では、平成30年度にはグラウンドへの投光器の設置、学生会館のトイレ
の改修を自治会費で行いました。
毎年末には、医学生にアンケートを実施することで、学生の意見を吸い上げて学生課、教員などに届

けることで、医学生がより良い学生生活を送れるように活動しています。
本自治会は、全国の医学部の自治会の連合体である、全日本医学生自治会連合(医学連)にも加盟して

おり、毎年、自治会交流集会や東京で行われる医学連大会に代議員として自治会の役員が参加すること
で、全国の大学の医学部とも交流を行っています。

医学部学生自治会 執行委員会 代議員会
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５．ボランティア活動

高知大学では、学生が積極的にボランティア活動に参加できるように、高知県社会福祉協議会が管理
している「こうちボランティア・市民活動情報システム」［ピッピネット］を紹介しています。
［ピッピネット］のインターネットのアドレスは以下のとおりです。
https://www.pippikochi.or.jp/
このネットワークは「県民にボランティア・市民活動に関するさまざまな情報を幅広く提供すること

により、ボランティアニーズの発掘に努めるとともに、広域的にボランティア活動を円滑にコーディネ
イトし、今後のボランティア活動・市民活動の活性化を図ることを目的」としたものであり、営利活動
や政治・宗教等を排除したものになっています。
学生の皆さんがボランティア活動に関心を持たれた時は、上記ネットワークを覗いてみてください。

なお、学生が主体でボランティア活動を行う場合には、「ボランティア活動届」を学生支援課課外活動
窓口へ届け出てください。また、学生支援課では現在ボランティア活動を直接斡旋はしておりませんが、
窓口にて随時情報の掲示をしています。
ボランティア活動について何か質問等ありましたら、どのようなことでも結構ですので学生支援課（電

話844－8146）まで相談してください。
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Ⅳ 国際交流

１．海外への留学

外国の大学に留学し学ぶことは、学位や単位を修得することだけではなく、日々の生活体験を通じ異
文化に触れ、また日本文化を伝えるうえで大きな意義を持ちます。また、何より学生時代の留学は、一
生の思い出、そして大きな自信につながります。
ここでは、留学の形態について紹介します。

［１］交流協定校への留学（交換留学）
・学生交流に関する覚書を結んでいる海外の協定校へ留学し、授業を受講します。期間は半年または
1年です。

・留学先で修得した単位を高知大学での単位として互換することができます。しかし、留学先で受講
した授業の内、高知大学での授業に置き換えることができるもののみ単位として認定されますので、
修得した単位全てを互換できるとは限りません。

・希望者が協定校ごとの募集定員を超えた場合には、学内選考を行います。
・留学先の大学への授業料は不徴収ですが、高知大学への授業料の支払いは必要です。また、渡航費、
留学先での生活費等は自己負担となります。

＜協定校への留学に関して＞
① 留学先がある程度絞れたら、アドバイザー教員（指導教員）の先生に話を聞いたり、必要な出願
書類や語学能力条件等をグローバル教育支援センターまたは各キャンパス留学担当窓口にて確認し
てください。

② 協定校への留学の出願は、通常は留学開始時期の約６か月前となります。特に英語圏の協定校へ
の出願時には、語学能力証明書（IELTS、TOEFL スコアレポート等）の提出が必要です。留学を考
えている場合は早めにグローバル教育支援センターまたは各キャンパス留学担当窓口へ申し出てく
ださい。詳細は高知大学ホームページを確認してください。

※高知大学ＨＰ 「交換留学決定までの手続」はこちらから
https://www.kochi-u.ac.jp/international/student02/kettei.html

［２］その他の留学
・語学学校への留学、海外ボランティア、ワーキングホリデー、海外インターンシップなどがありま
す。交流協定校への留学とは違い、自分が行きたい国、地域、学校の選択肢が広がります。
これらの留学についても、事前に「海外渡航届」の提出が必要です。留学前の届出等、必要な手続
については、事前に所属する学部等の教務担当窓口で確認してください。

・休学をして留学した場合、本学への授業料納入は免除されますが、休学した期間は在学期間に含ま
れないため、卒業時期が延期されることになります。

・外国の大学等で修得した単位は、本学の単位として認定される場合があります。

［３］奨学金について
海外に留学する皆さんを支援する制度として、次のような奨学金があります。応募期間が短いものも

ありますので、申し込みを希望される方は、募集時期に国際教育支援室までお問い合わせください。
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本学の協定校への交換留学生（１年以内）を対象とした奨学金

※募集時期及び奨学金の金額は、令和元年度実績に基づきます。

卒業・修了後に留学をする人を対象とした奨学金

※最新の情報は機構ホームページで確認してください。

２．留学に関する注意事項

＜留学全体に関して＞
① 留学することで自分が何を得たいのか、留学の経験を将来へどのように活かしたいのか等しっか
りと考え、事前の情報収集や単位取得予定の確認をして、留学を計画してください。

② 留学することで就職活動や進学に影響が出たり、場合によっては卒業が遅れる可能性もあります。
留学を考えたら、父母等の方はもちろん、アドバイザー教員（指導教員）や所属学部の教務担当と
も、高知大学での履修計画、卒業（修士）論文の履修等について、事前によく相談しておきましょ
う。特に、教職課程を履修している場合には注意してください。

③ 英語圏の大学や、英語で授業が行われる大学への留学には、IELTS､TOEFL 等語学試験のスコア
が求められます。各校によっ て指定の基準スコアが異なりますが、積極的に受験し、語学能力を証
明できるようにしておきましょう。また、英語圏以外の場合でも、留学するとその国の言語での生
活が中心になります。ある程度の語学力をつけていた方が、受講できる授業や日々の生活の活動の
幅も広がります。留学開始までに、頑張って語学力を向上させてください。

④ 留学先の治安や予防接種の有無等についても情報収集しておきましょう。

⑤ 本学では、学生が正課により海外渡航を行う場合は、本学の指定する海外旅行保険（学研災付帯、
引受保険会社：東京海上日動火災保険株式会社）への加入を義務付けています。主な補償内容は、
下記のとおりです。本海外旅行保険への加入には学研災（学生教育研究災害傷害保険）に加入する
必要があります。申込み、詳細は高知大学ホームページを確認してください。
傷害死亡300万円、傷害後遺障害1,000万円、疾病死亡300万円、治療・救援費用１億円、個人賠償
責任１億円。

※高知大学ＨＰ 「大学指定海外旅行保険について」はこちらから

https://www.kochi-u.ac.jp/international/student02/for safety insurance.html

３．海外留学の支援

グローバル教育支援センターでは、海外留学を希望する学生に対して、説明会や留学相談の実施をは
じめ、協定校の情報提供、留学先の修学上及び生活上の指導助言を行っています。個別相談も受け付け
ています。
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奨学金名称または制度名 募集期間 支援内容
高知大学国際交流基金
（外国へ留学する学生に対する
本学独自の奨学事業）

５月及び９～10月頃
（予定）

給付型（渡航費として支給）
上限18万円まで
留学期間：３ヶ月～１年以内

奨学金名称または制度名 募集期間 支援内容

（独）日本学生支援機構
海外留学支援制度
（大学院学位取得型）

９月

給付型
奨学金：月額14万８千円～８万９千円
（留学先地域によって異なります。）
授業料：年額250万円を上限とする実費額
対象：大学を卒業後、海外の大学で「修士」
または「博士」の学位取得を目的とする方



４．高知大学で学ぶ外国人留学生

高知大学には、世界各国の外国人留学生が在籍し、日本人学生と一緒に授業を受けたり、サークル活
動等に参加したりしています。
また、中国や韓国といった国々にある協定校から交換留学生を受け入れています。
こうした外国人留学生との交流を通じて、皆さんの国際的な視野を広げてください。

＜外国人留学生在籍状況（令和４年５月１日現在…90名）＞
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５．海外の協定校一覧
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６．海外渡航には安全確認を

国際化が進んでいる今、海外渡航は特別なことではありません。しかし、近年もテロや感染症などの
日本人が巻き込まれる事件・事故や健康面でのトラブルは世界各地で起こっています。そのため、海外
では「自分の身は自分で守る」という意識を持ち、無理することなく、安全を第一とした行動が大切で
す。
なお、渡航前に外務省海外安全ホームページにより渡航先の情報収集をし､｢たびレジ」に登録すると

ともに、大学に「海外渡航届」を提出してください。

※「海外渡航届」のWeb登録はこちらから

高知大学ホームページ「海外渡航時・滞在中の安全管理について」
https://www.kochi-u.ac.jp/international/student02/for safety.html
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Ⅴ 就 職

１．就職支援

① 10年後の自分のために
「就職活動」とは、「就職する」ためだけのことではありません。今までの自分を振り返り、今

の自分を認識し、これから先、５年後、10年後、もっと先の自分の生き方について考えることでも
あるのです。「就職」とは、学生生活の終わりと同時に、学生生活よりももっと長い社会人生活の
スタートでもあるのです。そのためのスタートは早すぎるということはありません。
各企業等は将来的に経営体質を強化するために、今まで以上に優秀な人材確保を図っています。

言い換えれば、出身大学の学歴等が選考の第一基準となるわけではなく、個人の能力や資質が高く
評価されるのです。そのためには、自分の能力を高め、社会や業界・企業について十分に情報収集
を行うと同時に、それらを相手（企業等）に伝える能力を身につけることが就職活動に必要不可欠
となるのです。
学生の皆さん、少しでも早く、家族やアドバイザー教員、先輩や就職相談員等と相談をしながら、

自分の課題を見つけ、より良い進路のために行動するようにしてください。
② キャリア支援体制

本学では、学生の就職を支援するための窓口として就職室（学生支援課）を設置しています。就
職室は、朝倉キャンパス共通教育１号館にあり、以下のようなサービスを提供しています。３・４
年生及び修士１・２年生のみならず、低学年生も利用することができます（「(4)就職マッチング支
援」等を除く）。ご自身の進路や将来を考えるのに役立ててください。
(1) 就職等進路に関する相談

専門的な知識・経験を有する就職相談員が、自己分析・企業・教職等について、漠然とした悩
みや疑問から具体的なことまで、あらゆる相談に応じています。就職活動に取り組む学生さんだ
けでなく、１・２年生の相談も大歓迎です。

(2) 就職ガイドブックの配付
人事コンサルタントの先生、就職相談員の企画・監修により、就職活動に取り組むためのガイ

ドブック「Ambition －高知大学就職ガイドブック」を作成しています。就職活動全般に関わ
る内容で、「自分」を軸にするという考えを柱にして作成されています。３年生・修士１年生（教
育学部、医学部、大学院、医科学専攻、看護学専攻を除く）の春に配付しますが、１・２年生の
方への貸出もしています。

(3) 各種ガイダンスの実施
就職活動の心構えから、エントリーシート・履歴書の書き方、会社訪問のアドバイスなど、様々

なガイダンスを企画・実施しています。就職活動に取り組む際の心構えや、公務員・教員採用試
験についての説明会、企業採用担当者による業界研究・合同会社説明会の開催、エントリーシー
トの書き方やビジネスマナーのような実践講座など、テーマと時期を考慮したガイダンスを計画
的に実施しています。各種ガイダンスは、主に３・４年生及び修士１・２年生を対象としていま
すが、低学年から参加できます。

(4) 就職マッチング支援
就職活動のピークを過ぎても、就活を続ける学生のうち「就職マッチング支援」を希望する学

生が対象です。まず、希望する学生の性別、出身地、卒論テーマ・研究内容、希望業界・職種、
自己 PR がリストに登載されます。次に本学内で企業説明会を行った企業等、即ち高知大学生
を採用したいと考える企業等（以下「企業等」という。）にお渡しします（氏名・学科等名は除く）。
そして、企業等から面談の希望があった学生とその企業を本学内においてマッチングします。平
成27年度から始めた支援で、就職までつながった実績がでています。
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(5) 企業等の求人票・会社案内の閲覧
大学に届く県内外企業10,000件以上の求人情報は、「高知大学求人検索システム・高知大就職

ナビ」より見ることができます。システムは、KULASの就職案内より入れます。また、企業か
ら送られてきたパンフレット等がある場合は、就職室のファイルに綴じてありますので、自由に
閲覧できます。

(6) 参考図書・雑誌の閲覧・貸出
各種会社年鑑、教員採用試験・公務員試験問題集、その他参考図書・雑誌の閲覧・貸出をして

います。
(7) その他

・会社説明会の開催：合同会社説明会は必要に応じて、個別会社説明会は随時開催しています。
・情報発信：KULAS の就職案内でガイダンスや会社説明会などのお知らせをするとともに、
希望者にはメッセージ送信（携帯電話へも転送可能）しています。

・就職活動（内定）報告書：就職活動を終えた学生が企業情報、試験内容、内定までの行動経
過等を記入した貴重な資料です。最新の情報から過去５年間の資料が閲覧できます。

③ 岡豊キャンパス・物部キャンパス
〈岡豊キャンパス／学生課〉
求人等の就職関係情報について、臨床研修医に関しては学生課、保健師・看護師に関しては看護

学科棟の就職情報コーナーに常置してあるので自由に閲覧できます。
就職に関してわからないことや困ったことがあれば、アドバイザー教員または学生課へご相談く

ださい。
〈物部キャンパス／物部総務課学務室〉
農林海洋科学部１号館１階の東にあり、農学系関係の求人情報、企業データ等が閲覧でき、各種

の参考図書、雑誌は貸出も行っています。また、会社説明会、各種ガイダンスも行っています。
④ 卒業生進路状況

令和３年度卒業者の進路状況は次のとおりです。
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２．インターンシップ

近年の就職事情は、社会の変革に伴い、より自主性・創造性を持った人材が求められています。この
ように社会が求める人材と、大学教育をマッチさせるための方策のひとつとして、在学中に将来のキャ
リアに関連した就業体験を行う「インターンシップ制度」があります。
① インターンシップ授業

インターンシップ授業は、それぞれの学部・学科等の教育課程の中に組み込んで実施されます。
そのための授業の開設主体は各学部・学科等となり、卒業要件単位となります。各学部の『履修の
手引』等を参照してください。

② 企業研修（インターンシップ）
学外の団体（企業等）が開設するインターンシップ事業への参加は学生の自由ですが、本学では

学生の申し出により、所定の要件を満たせば卒業所要単位ではありませんが、「企業研修（インター
ンシップ）」として２単位を認定することができます。
なお、インターンシップに参加する場合は、就職室に必ず事前に届出をしてください。

◇インターンシップ保険
インターンシップ事業のための保険として、自分が受けた傷害を補償する「傷害保険」と、相手

方（企業等）に損害を与えたときのための「賠償責任保険」があります。申込み等は学生支援課で
行ってください。
なお、保険に関する詳細は44ページの「７.保険制度」を参照してください。

【注意】
インターンシップ授業ならびに学外で行われる企業研修（インターンシップ）の取扱いについて

は、各学部・学科により違うところもありますので、担当教員および担当事務と十分に相談するよ
うにしてください。
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進路
学部名 卒業者数 就職者数 進学者数 その他

人文社会科学部 293（183） 244（159） 14（ 9） 35（ 15）

教育学部 134（ 59） 113（ 53） 15（ 3） 6（ 3）

理工学部 241（ 54） 137（ 32） 80（ 20） 24（ 2）

医学部 174（ 88） 162（ 82） 4（ 4） 8（ 2）

農林海洋科学部 191（ 65） 119（ 47） 51（ 11） 21（ 7）

地域協働学部 51（ 36） 47（ 32） 3（ 3） 1（ 1）

TSP 15（ 8） 8（ 5） 7（ 3） 0（ 0）

合計 1,099（493） 830（410） 174（ 53） 95（ 30）
（ ）内は女子で内数









Ⅵ 施設案内

１．学術情報基盤図書館

学術情報基盤図書館は図書館と情報センターの機能を備えた組織です。
朝倉キャンパスに中央館、岡豊キャンパスに医学部分館、物部キャンパスに物部分館の３館で構成さ

れています。ひとり静かに学習したり、グループでディスカッションしたり、備付のパソコンを利用し
たりと多様な学習環境を提供しています。また学生は各館備付のプリンターでレポートなどの印刷が無
料（枚数制限あり）でできるようになっています。
学習情報資料の検索、入手の支援やパソコン利用に関するサポートも行っていますので、お気軽にご

相談ください。

[１］開館時間・休館日
① 開館時間

＊試験期間や休業期間・特別授業期間には、開館時間の延長・短縮を行います。
＊自動入退館システムによる時間外利用（医学部分館）

職員、学生（学部学生、大学院生）及びこれらに準ずる身分を有すると認められる者は、所定
の手続を行うことにより時間外利用ができます。
時間外利用時間は、平日20時10分～24時、土曜日16時40分～24時、日曜日及び休日９時～24時です。

② 休館日

臨時休館や時間変更などは、掲示や図書館ホームページでお知らせします。

[２］利用について
① 図書館資料の貸出等には学生証（図書館利用票）が必要です。なお、中央館への入退館時にも学
生証（図書館利用票）が必要です。必ず持参してください。

② 図書館の利用方法や文献の探し方などについて分からないことがあれば、次の窓口にご相談くだ
さい。
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中央館 医学部分館 物部分館

平 日 8時30分～21時 ９時～20時 8時30分～20時

土曜日 ９時～21時 ９時～16時30分 10時～18時

日曜日 ９時～21時 休 館 10時～18時

中央館
国民の祝日及び振替休日
年末年始（12月28日～１月４日）

医学部分館
日曜日
国民の祝日及び振替休日
年末年始（12月28日～１月４日）

物部分館
国民の祝日及び振替休日
年末年始（12月28日～１月４日）
夏季及び学年末休業期間中の土・日曜日



(1) 中央館
１階 総合案内

図書館資料の貸出・返却や施設の利用、ノートパソコン利用サポートなど
２階 レファレンスカウンター（平日：10時～16時30分）

図書館資料の利用の仕方や資料の所在の調査、文献複写など

(2) 医学部分館及び物部分館
各分館のカウンターでは、図書館資料の貸出・返却、文献複写、情報検索など幅広い窓口サー

ビス業務を行っています。

③ 館外貸出の手続をしないで図書館資料を持ち出すと警告音が鳴ります。この場合、所持品を検査
させていただく場合がありますので、ご協力ください。（装置が他の物に反応する場合があります
のでご了承ください。）

④ 盗難防止のため、席を離れるときは、持ち物を携行してください。
⑤ 図書館ホームページ（http://www.lib.kochi-u.ac.jp/）で、図書館の利用方法や資料の利
用に関する情報を公開しています。
高知大学ホームページ→病院・附属施設→学術情報基盤図書館

[３］図書館資料の館外貸出について
図書館資料の貸出やコピーのため図書館外に持ち出す場合は、「学生証（図書館利用票）」を添えて、

中央館は１階総合案内、医学部分館及び物部分館は窓口カウンターで手続をしてください。
自動貸出返却装置（ＡＢＣ装置）を利用して自分で貸出、返却、延長の手続を行うことができます。
なお、一般的な図書の貸出冊数・貸出期間などは次のとおりです。

① 図書館資料の一部には、館外貸出のできないものがあります。
② 雑誌の館外貸出方法などは、各館により扱いが異なりますので、中央館は１階総合案内、各分館
は窓口カウンターでお確かめください。

③ 本学所蔵の図書館資料は、いずれの館に所蔵する資料でも、最寄りの館まで取り寄せることがで
きます。（禁帯出資料は除きます。）

④ 図書館資料の返却はいずれの館でもできます。必ず期限までに返却してください。返却期限を過
ぎた場合、遅れた日数分だけ貸出・延長・予約を停止します。（最長７日間）

[４］図書館資料の探し方について
図書館ホームページ（http://www.lib.kochi-u.ac.jp/）から種々の情報の利用ができます｡
高知大学トップページ→病院・附属施設→学術情報基盤図書館

① 本学所蔵の資料の探し方
本学所蔵の図書や雑誌は、高知大学オンライン蔵書目録（OPAC

オーパック

）に登録されており、書名（雑
誌名）、著者名のほか、書名中の単語、出版社などから検索できます。

② 学外の資料の探し方
学内に所蔵のない資料については、国立情報学研究所(NII)の総合目録データベース（CiNii

Research）を利用することにより、全国の大学図書館などの所蔵を探すことができます。
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図書

貸出冊数 ７冊

貸出期間
中央館・物部分館所蔵資料 21日

医学部分館所蔵資料 14日



③ 特定のテーマの論文の探し方
特定のテーマについて書かれた論文を探すには、「とさーち（統合検索）」や「CiNii Research」、

「Scopus」などの論文検索データベースをご利用ください。
④ 本学で利用可能な電子ジャーナルの探し方

電子ジャーナルは、Web ブラウザを使ってパソコン上で読むことができる学術雑誌です。図書
館ホームページ上、「高知大学電子リソース検索(KochiLink)」からご利用ください。

[５］館内での図書館資料のコピーについて
館内のコピー機は図書館資料の複写専用です。図書館資料をコピーした場合は、「図書館資料複写

申込書兼誓約書（館内用）」に記入し、中央館は１階総合案内、医学部分館は窓口カウンターへ提出し
てください。物部分館でコピーを希望の場合は窓口にご相談ください。

[６］他機関からの資料の取り寄せについて
目的の資料が本学に所蔵されていない場合は、他の機関から資料のコピーを取り寄せ（文献複写）

たり、資料そのものを借用（相互貸借）することもできます。各館窓口にご相談ください。

[７］他大学図書館などの利用について
他大学や共同研究施設などの図書館を直接訪れて利用したい場合は、紹介状が必要な場合がありま

す。事前に確認して、紹介状が必要な場合は、訪問予定の１週間前までに各館窓口へ申し出てくださ
い。

[８］図書館のWebサービスについて（図書館オンライン蔵書目録(OPAC））
OPAC は蔵書検索だけでなく、次のようなサービスが利用できます。全学認証ＩＤでログインし

てご利用ください。
① マイライブラリ OPAC画面の右上、マイライブラリの表示からログインしてください。自身の利
用状況の確認（貸出・予約・貸借・文献複写）ができるほか、借用中図書の貸出期間延長も可能です。

② 図書の予約 OPACを調べて希望の図書が貸出中の場合は予約することができます。
③ 文献複写・相互貸借（学外からの図書の取り寄せ）の申込み 本学に希望の資料がないときは、
学外の図書館から取り寄せることができます。

そのほか詳しい利用方法は、各館窓口へおたずねください。

[９］学内 LANの利用
各館に無線 LAN を備え、各自のノートパソコンでインターネットが利用できます。利用の際は、

違法な行為は厳に慎み、有効に利用してください。
中央館の情報コンセントコーナーにはノートパソコンを一時的に保管するためのコインロッカーも

設置しています。

[10］教育用パソコン 教育端末室（中央館）・情報コンセントブラウズ室（物部分館）
WindowsOS のデスクトップパソコンが設置されており、情報教育関連の授業で使用されます。

授業時間以外は授業関連の自習を目的に開放しています。
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（注意事項）
資料には、著作権法によって守られた著作権があり、著作権者に無断で複写をすることが禁じ

られています。ただし、図書館資料は次の事項を遵守することを条件に、各々許可を取ら なく
ても複写することが認められています。
１）公表された著作物は全頁ではなく、一部分（半分を超えない程度）であること。
２）定期刊行物に掲載された各論文その他の記事は全部であるが、刊行後の相当の期間（次号の
刊行まで。あるいは刊行後３ヶ月）を経たものであること。

３）コピー部数は一人につき１部のみであること。
４）利用者の調査研究のためであること。
５）有償無償を問わず、再複写したり頒布したりしないこと。



[11］研究用パソコン 利用者端末室（中央館）・情報処理室（物部分館）
申請により、卒論・修論等で高速演算・大容量データ処理を行う際に利用できます。また、カラー

プリンタや大型プリンタによる高精度な出力も可能です。

[12］その他
① 図書館利用についての説明会について

図書館を有効に利用していただくために、図書館案内や図書館資料の利用法、各種データベース
の利用方法についての説明会を随時開催します。

② 学術情報基盤図書館へのご意見などについて
図書館へのご意見をお寄せください。また、図書館に置いて欲しい図書などの要望もお待ちして

います。
E-mail:kg08＠ kochi-u.ac.jp（中央館）

kg05＠ kochi-u.ac.jp（医学部分館）
kg06＠ kochi-u.ac.jp（物部分館）

２．保健管理センター

皆さんが、心身ともに健康な学生生活を送ることができるよう、支援および健康管理を行うところ
です。各キャンパスに医師および看護師（物部キャンパスは看護師のみ）が常駐しています。
具体的には、次のようなことを行っていますので、気軽に利用してください。
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応急処置 等
・ 医薬品などを常備し、急病や怪我の応急処置を行っています。
・ 発熱や気分がすぐれない時などは、休養ベッドを利用できます。

健康相談
・ 身体面の相談を行っています。また、朝倉キャンパスでは月に１回、婦人科医による医
療相談も行っています（他キャンパスの方も、相談可能です）。

・ 精神科医およびカウンセラーによる、メンタル面の相談を行っています。家族や友人等
の相談でも構いません。なお、予約制になっていますので、各キャンパスにお電話または
メールでご連絡ください。

・ 保健管理センターにおいて相談ののち、必要と判断された場合は、医療機関への紹介も
行います。
※どんなに些細な心配事や悩みでも可、相談内容など秘密厳守

診療等時間
・ 朝倉キャンパス（9：00～17：00）

＊ 医師等の在所日や学校医の相談日時については、保健管理センターへ電話（088-844-8158）
またはメール（gs08@kochi-u.ac.jp）でお問い合わせいただくか、保健管理センター
のホームページでご確認ください。

＊ こころの相談は予約制となっています。事前に電話（088-844-8930）もしくはメール
（asakura_hokekan_soudan@kochi-u.ac.jp）でご連絡ください（保健管理センター
へ、直接予約を取りにお越しいただいても結構です）。

・ 岡豊キャンパス（9：00～17：00）

＊ こころの相談は予約制となっています。事前に電話（088-880-2581）もしくは
メール（gs11@kochi-u.ac.jp）でご連絡ください。

《からだの相談》

保健管理センター 医師
月 終日（午後不在時あり）
火 午後（不在時あり）
水 終日
木 16：00～17：00
金 終日（午後不在時あり）

学校医（婦人科の医師）
金 月１回（15：00～17：00）

《こころの相談》予約制です

保健管理センター 医師
月（月２回）・火（月３回）
水（月３回）・木

保健管理センター 公認心理師
月・水・木・金

《からだの相談》

医学部附属病院での受診となることもあり
ますので、健康保険証を必ず携帯してくだ
さい。

《こころの相談》予約制です

保健管理センター 医師
保健管理センター医学部分室まで
お問い合わせください

非常勤 カウンセラー
（公認心理師 ／ 臨床心理士）
火（月１回）・金
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・ 物部キャンパス（９：00～17：00）

＊ こころの相談は予約制となっています。事前に電話（088-864-5121）もしくはメール
（gs09@kochi-u.ac.jp）でご連絡ください。（保健相談室へ、直接予約を取りにお越し
いただいても結構です）。

健康診断および健康診断(証明)書の発行
・ 健康診断は、学生生活を健康に過ごすために非常に重要なものです。各キャンパスで実施
しますので、必ず受けてください。
日程などの詳細は、保健管理センターのホームページや各キャンパスの掲示板、KULAS

等でお知らせします。
・ 就職活動、奨学金申請、大学院受験、臨床実習、インカレや各種スポーツ競技の大会出場
等に必要な健康診断（証明）書は、健康診断の結果に基づき作成しますので、健康診断を受
けていない場合は発行できません。

その他
① 健康チェック
・ 体重計、血圧計、視力計、体脂肪計などがあります。ご自身の健康チェックに役立ててく
ださい。

・ 朝倉キャンパスでは、体成分分析装置（インボディ）による体成分測定や、エルゴメーター
(自転車型）による体力測定もできます。

② 救急カバンの貸出
必要な場合は、５日前までに各キャンパスにお申し込みください。

一口メモ
◇ 時間外の緊急の場合

救急車…119番
高知県救急医療情報センター…088-825-1299
高知県精神科救急情報センター…0120-556-499

◇ 自宅外通学者
急な病気やケガに備えて、必ず健康保険証（遠隔地被扶養者証 等）を取り寄せてお

きましょう。
◇ 電話相談機関

高知いのちの電話…088-824-6300（９時から21時まで）

○ 朝倉キャンパスの保健管理センターは、図書館と本部管理棟（事務局）の間の通りをつき
あたったところにあります。

○ 岡豊キャンパスの保健管理センター医学部分室は、図書館の東側にある管理棟の１階
（管理棟の正面玄関から入って左側）にあります。

○ 物部キャンパスの保健相談室は、日章会館２階（階段を上がって左側）にあります。

《からだの相談》

保健管理センター 医師
月２回（月曜日午後）

相談日時については、保健相談室へ
電話（088-864-5121）または、
メール（gs09@kochi-u.ac.jp）でお
問い合わせいただくか、保健管理セン
ターのホームページでご確認ください。

《こころの相談》予約制です

精神科 医師
月４回(保健管理センターの医師を含む)

相談日時については、保健相談室へ
電話（088-864-5121）または、
メール（gs09@kochi-u.ac.jp）でお
問い合わせいただくか、保健管理セン
ターのホームページでご確認ください。

保健管理センター 公認心理師
火 ９：00～17：00

非常勤 カウンセラー
木 11：00～13：00



３．ＡＥＤ（自動体外式除細動器）について
ＡＥＤとは、心臓がけいれんし、血液を流すポンプ機能を失った状態（心室細動）になった心臓に対

して電気ショックを与え、正常なリズムに戻すための医療機器です。
除細動が必要かどうかはＡＥＤが自動的に判断するので、医療知識がなくても使用できます。電源を

入れると音声案内が流れますので、機械の指示に従って使用します。
朝倉の保健管理センター（独立した建物です）には、正面玄関に設置していますので開所時間内であ

れば使用できます。また、休日などの閉所時には貸出も可能です（ただし、平日に事前申込が必要です）。
独立した建物ではない保健管理センター医学部分室（岡豊）および物部キャンパス保健相談室（物部）

には設置していませんが、各室がある建物内（岡豊：管理棟 正面玄関ロビー 平日7：20－22：00、物
部：日章会館１階 エントランス閉館時使用不可）に設置されています。
なお、参考までに各キャンパスにおけるAED設置状況を掲載します。

学内ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の設置状況
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４．総合研究棟

朝倉キャンパスの正門から入ってすぐ右手に総合研究棟があります。学生が集まり利用できる学生ラ
ウンジ（１階）があります。
学生の皆さんは、有意義に活用してください。

[１］学生ラウンジ
学生が自由に集える相互交流、寛ぎの場です。自動販売機（飲物）が利用できます。また、ＡＥＤ

（自動対外式除細動器）を設置しています。朝倉キャンパスでの緊急時に利用してください。

[２］開館時間・休館日
① 開館時間

② 休館日
12月29日から翌年１月３日

③ 開錠・施錠について

正面玄関は、タイマー設定により自動開施錠ですが、施錠時間中であっても出ることは可能で
す。
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学生ラウンジ

平 日 ８：30～21：00
土日祝 ９：00～21：00

南出入口 正面玄関
開錠 施錠 開錠 施錠

平 日
7：00 25：00 7：00 21：00

土日祝



５．福利厚生施設等

福利厚生施設は、学生相互の日常的人間関係を緊密にし、友情を深め、趣味・嗜好・研究等を通じて
相互に啓発し､人間形成を図るなど大学における教育をより実りあるものとするための施設です。
本学にはこのための施設として、学生及び教職員の多目的フリースペースである樗（おうち）クラブ

学生ラウンジ・ほっとステーション（朝倉地区）や、福利厚生を増進する場として重要な学生会館・福
利厚生施設（朝倉地区)、医学部会館（岡豊地区）、日章会館（物部地区）があります。
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樗クラブ学生ラ
ウンジ・ほっと
ステーション
（朝倉）

ラウンジ１
ラウンジ２
談話室

建物の前面にウッドデッキや池
を配した広い庭があるなど、学
生・教職員が集い、語らうこと
のできる憩いの場であるととも
に、学習も可能なフリースペー
スです。

○使用手続
企画等で使用する場合は、

学生支援課へ申し出て、許可
を受けて使用してください。

○開放時間 8：30～19：00
（土曜・日曜・祝祭日・大学
休業日は除く）

学生会館
（朝倉）

カフェテリア
朝食、昼食、夕食（好みのもの
を組み合わせて食事ができるカ
フェテリアスタイル）

8：00～22：00（月～金）
11：00～19：00（土）
（日曜・祝祭日は休業）

ベーカリーカフェ 焼きたてパン・サンド・パス
タ・飲料

10：00～15：00
（土曜・日曜・祝祭日は休業）

ショップ

文房具､パソコン、日用雑貨、
飲料、菓子、教材パソコンサポー
ト教科書、専門書、一般書、公
務員・教員試験通信講座、
TOEIC・英検等申込、航空券、
JR 切符、フェリー乗船券、宿
泊、チケット、DPE、レンタ
カー・自動車学校、引越、イン
ターネット、国際学生証等学生
生活に必要な物を販売

8：30～18：30
（土曜・日曜・祝祭日は休業）

共同談話コーナー
学生、教職員が自由に談話し､
会合や読書などに利用できま
す。

○使用手続
集会室､和室の利用は学生

支援課へ申し出て、許可を受
けて使用してください。

○開館時間 8：30～21：00

○休 館 日
日曜日､国民の祝日に関す

る法律に規定する休日、年末
年始

集会室１・２ サークル活動や会議等で利用で
きます。

和室１・２ サークル活動や会議等で利用で
きます。

生協事務室 生命共済、学生賠償責任保険などを取り扱っています｡

福利厚生施設
（朝倉）

共用会議室 サークル活動や会議等で利用で
きます。

○使用手続
会議室、談話スペースの専

用利用は学生支援課へ申し出
て、許可を受けて使用してく
ださい。

○開館時間 8：30～21：00

○休 館 日 年末年始

談話スペース 学生が自由に談話し、会合や読
書などに利用できます。

カフェテリア 好みのメニューを選べるカフェ
テリア方式

食堂 8：00～19：30
(各季等休業期間は11：30～
13：30）
（土曜・日曜・祝祭日は休業）医学部会館

（岡豊）

書店
専門書、雑誌、小説、文房具等
の販売、コピーのサービス、解
剖器具等の販売

8：30～17：30
(土曜日は不定休､日曜・祝祭
日・年末年始は休業）



６．自律学習支援センター（OASIS） 平日（８：30～18：00）

語学についての教材貸出や自学自習ができるスペースで、人文社会科学部棟１階にあります。１万点
以上の、英語をはじめとする多種多様な外国語教材（英語・中国語・韓国語・日本語の検定試験対策教
材から、英語多読教材、英字新聞、映画DVDまで）や英語・日本語教育関連の書籍を備え、自律的に学
習できるよう、様々な支援を行っています（英語力アップのための集中プログラムなど）。
また、留学生と日本人学生との交流を目的としたパートナーシッププログラムや、海外の大学（アメ

リカ、スウェーデン、マレーシア、インド）とオンラインで活動する交流プログラムなどもサポートし
ています。

◆自律学習支援センター(OASIS)ホームページ
https://www.kochi-u.ac.jp/facilities/oasis/

◆ FaceBook

◆ツイッター
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医学部会館
（岡豊）

共同談話室
学生、教職員が自由に談話し､
会合や読書などに利用できま
す。

○使用手続
和室の使用は学生課へ申し

出て、許可を受けて使用して
ください。

○開館時間
8：30～21：00

○休館日
日曜日､国民の祝日に関す

る法律に規定する休日、年末
年始（12月28日～１月４日）

学習室11～17 学習に利用

和 室 研修、クラブ活動などに利用

日章会館
（物部）

カフェテリア
朝食、昼食、夕食
単品を主体としたカフェテリア
スタイル
夕食は定食スタイル

8：15～19：00
（土曜・日曜・祝祭日は休業）

ショップ

文房具､日用雑貨、飲料、菓子
類他学生生活に必要なものほと
んどを販売。教科書､専門書､一
般書籍､雑誌、公務員・教員試
験通信講座､英検申込等。
店舗にない書籍は、注文で取り
寄せができます。

10：15～14：00
（土曜・日曜・祝祭日は休業）









Ⅶ その他の留意事項

１．学内の交通規則 

平成29年度から、すべてのキャンパスで駐車料金
を徴収することにより、入構車両の抑制を図り、キャ
ンパス内の安全対策を進めることとなりました。
キャンパスへ自動車で入構するには、入構・駐

車許可を受ける必要があり、入構・駐車許可を受
けていない学生は、原則、自動車での入構はでき
ません。やむを得ず入構する必要がある場合は、
駐車料金がかかることがあります。
入構カードの貸与または入構・駐車許可証の交

付を受けた学生は、駐車料金（月額1,000円）を年
額（申請期間分）で一括前納していただきます。
ただし、身体に障害があるため自動車で通学する
必要があると認められた学生、経済的理由により
授業料の減免を許可された学生、高知大学修学支
援基金規則第５条に規定する事業の支援を受ける
学生は駐車料金が免除されます。
いずれかのキャンパスで入構・駐車許可を受け

ていれば、入構カードでの入構もしくは、入構・
駐車許可証を提示することにより他のキャンパス
への入構が可能です。
入構・駐車許可は、毎年度更新する必要があり

ます。卒業等により利用期間が終了する場合は、
各窓口へ入構カードを返還してください。
キャンパス内において車両を運転する場合は、

道路交通関係法令及び国立大学法人高知大学構内
交通規則を遵守してください。なお、構内に自動
車を駐車する場合は、所定の位置に駐車してくだ
さい。
また、自動二輪車、原動機付自転車および自転

車は、構内では所定の位置に駐輪してください。
朝倉キャンパスの構内では、自動二輪車および原
動機付自転車はエンジンを停止してください。
入構カード貸与または入構・駐車許可証交付を

ご希望の方、もしくは返還される方は、下記申請
フォームから申請を行ってください。
URL：（新規/更新申請）https://forms.office.

com/r/tEBdq8i6MV
（返還申請）https://forms.office.com

/r/ec2hM96ryi
※キャンパス毎に、申請受付が可能な方や手続の
流れが異なります。
※物部・宇佐キャンパスを主とする学生には、入構・
駐車許可証を発行し、原則入構カードは貸与してい
ません。ただし、週１回以上を目安として朝倉・岡
豊キャンパスに出入りする場合は、入構・駐車許可

証と併せて入構カードの貸与が可能です。必要な方
は申請フォームに入力してください。

【朝倉キャンパス】
① 入構許可申請受付が可能な方
朝倉キャンパスに通学する学生のうち、通学距

離が大学から片道16kmを超える場合、または身
体に障害があることその他の事情により、自動車
以外の方法での通学が困難とアドバイザー教員が
認めた場合。
※なお、通学距離が片道16km以下で特別な事情
により新規に申請を行う場合は、申請前に学生支
援課までご相談ください。
② 手続の流れ
(1) 申請フォームに必要事項を入力のうえ、申請

してください。
(2) 入力日を含む３営業日以降に経理室出納係

（本部管理棟２階）で駐車料金をお支払いく
ださい。
※駐車料金免除者（申請中を含む）以外

(3) 財務課総務管理係（本部管理棟２階）で入構
カードの貸与を受けてください。

※入構カードを紛失または破損した場合など、本
人の過失による再発行の手数料は申請者の負担
となります。

【岡豊キャンパス】
① 入構許可申請受付が可能な方
岡豊キャンパスに通学する学生のうち、通学距

離が大学から片道２km以上の場合、または身体
に障害があることその他の事情により、 自動車
以外の方法での通学が困難とアドバイザー教員が
認めた場合。
② 手続の流れ
(1) 申請フォームに必要事項を入力のうえ、申請

してください。
(2) 入力日を含む３営業日以降に豊仁会事務室

（附属病院１階）で駐車料金をお支払いくだ
さい。

(3) 外来駐車場管理室で入構カードの貸与を受け
てください。

※新規申請の場合は、保証金3,000円が必要です。
※入構カードを紛失または破損した場合など、本
人の過失による再発行の際には、改めて保証金
3,000円をお支払いいただきます。

【物部キャンパス】
① 入構許可申請受付が可能な方
物部キャンパスに通学する学生
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② 手続の流れ
(1) 申請フォームに必要事項を入力のうえ、申請

してください。
(2) 入力日を含む３営業日以降に物部総務課会計

係（農林海洋科学部１号館１階）で駐車料金
をお支払いください。

※駐車料金免除者（申請中を含む）以外
(3) 物部総務課学生支援係（農林海洋科学部１号

館１階）で、入構・駐車許可証をお受取りく
ださい。入構カードの貸与を受ける場合も同
様です。

※入構カードを紛失または破損した場合など、本
人の過失による再発行の手数料は申請者の負担
となります。

【宇佐キャンパス】
① 入構許可申請受付が可能な方
宇佐キャンパスに通学する学生

② 手続の流れ
(1) 申請フォームに必要事項を入力のうえ、申請

してください。
(2) 入力日を含む３営業日以降に、朝倉キャンパ

ス経理室出納係（本部管理棟２階）で駐車料
金をお支払いください。
※駐車料金免除者（申請中を含む）以外

(3) 研究推進課（海洋生物研究教育施設）で、入
構・駐車許可証をお受取りください。入構
カードの貸与を受ける場合は、財務課総務管
理係（本部管理棟２階）にてお受取りくださ
い。

※入構カードを紛失または破損した場合など、本
人の過失による再発行の手数料は申請者の負担
となります。

２．ハラスメント 

① セクシュアル・ハラスメント
○勉学・研究には安全で快適な環境が必要です

高知大学では、学生の皆さんの勉学・研究上
の安全を脅かすいかなる行為も黙認しません。
特に大学における人間関係は、男女の自由で対
等な関係及び男女が互いに相手の立場を重んじ
ることを前提としています。しかし、実際には異
性を対等な立場にある人間と見ることなく、差
別したり、傷つけたりすることが生じています。
これをセクシュアル・ハラスメントといいます。

○大学でのセクシュアル・ハラスメント
大学でのセクシュアル・ハラスメントでもっ

とも多いのは加害者が教職員、被害者が学生と
いうケースです。教職員は学生を指導したり成
績評価をする立場にあります。
相対的に「弱い立場」にある学生はセクシュ

アル・ハラスメントにあってもそれを拒否する
ことができない場合があります。また先輩や友
達からのセクシュアル・ハラスメントもないと
はいえません。現状では被害者のほとんどが女
性です。その背景には社会のさまざまな場面に
おける性差別の慣習・慣行の問題が存在しま
す。このような大学でのセクシュアル・ハラス
メントをなくし、安全な勉学・教育活動が保証
されなければなりません。

○セクシュアル・ハラスメントの種類
セクシュアル・ハラスメントには次の３種類

があります。
⑴ 言葉によるセクシュアル・ハラスメント

言葉によるセクシュアル・ハラスメント
は、いかがわしい冗談、固定的な性別役割意
識による言葉、肉体的外見・性行動・性的好
みに関する言葉、性的からかい、冷やかし、
中傷なども含みます。

⑵ 視線・動作によるセクシュアル・ハラスメ
ント
この種のハラスメントは軽視されがちです

が、それを受ける側は大きな苦痛であり、精
神的ストレスとなります。

⑶ 行動によるセクシュアル・ハラスメント
このハラスメントとみなされる行為には、

さまざまなケースがありますが、下に少し例
をあげておきます。

○セクシュアル・ハラスメントにあったら
・あなたがセクシュアル・ハラスメントにあった
場合
加害者に「ＮＯ」の意志を伝え、周囲の人に
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例１．卒業論文指導の最中にある男性教員
が女子学生をデートに誘ったら断られ
た。
教員は「あなたは本当に卒業したいのか」
と暗に脅すようなことを言った。学生は
卒業できなくなるかもしれないと不安に
なった。（対価型ハラスメント）

例２．ある男性教員はコンパでいつも女子
学生を横に座らせて酒の酌をさせている
が、女子学生は嫌悪感を抱いている。
（環境型ハラスメント）



話しましょう。相談窓口にすぐ連絡しましょう。
あなたの受けたハラスメントについて記録をつ
けておきましょう。

・セクシュアル・ハラスメントの被害にあった友
人がいた場合

不快な場面を目撃したら、すぐ注意をしま
しょう。必要なら、証人になってあげましょう。
被害者の相談にのって精神的にささえてあげま
しょう。相談窓口へ行くようにすすめ、同行し
てあげましょう。
セクシュアル・ハラスメントかどうか判断に

迷うときもためらわずに相談窓口をたずねてく
ださい。セクシュアル・ハラスメントには、加
害者の悪意がはっきりと感じ取れるものから、
一見すると悪意のない行為のように思えるもの
まであります。あるいは他の問題が潜んでいる
のかもしれません。しかし、あなたが何らかの
苦痛を感じているのなら、即刻それを取り除く
ことが大切です。
相談員は、秘密を厳守します。あなたが大学

生活を支障無く送れるように、対処方法につい
て相談に乗ります。

② その他のハラスメント
セクシュアル・ハラスメントにはあたりません

が、一般的に言われている、アカデミック・ハラ
スメント（教育・研究の場における権力を利用し
たいやがらせ）、パワー・ハラスメント（上司が
部下に理不尽な要求をし、人格を否定するような
言動によって相手に不快感をあたえるなどのいや
がらせ）等があります。
これらの場合も、セクシュアル・ハラスメント

と同様に対応します。

○高知大学ハラスメント防止委員会
高知大学では「ハラスメント防止委員会」を

設置しています。
この委員会は「様々なハラスメントの問題に

ついてすべての大学構成員が認識を深め、教育
研究の場としての大学にふさわしく、男女が互
いに対等平等な関係で、能力を発揮し、コミュ
ニケーションができる快適なキャンパスライフ
づくりを目指す」ことを目的としています。

・高知大学ハラスメント防止委員会の任務
ハラスメントの防止に関する研修・啓発・広

報・調査研究

その他の人権擁護に関する事項

・高知大学ハラスメント防止委員会の組織
各学部の教員各２人
保健管理センター教員１人
事務系職員２人
医療系職員１人

○ハラスメント等相談窓口
高知大学ではハラスメント等相談窓口を設置

しています。
ハラスメントの問題について、泣き寝入りせ

ず、我慢せず、見過ごさずいつでも相談をして
ください。電話やＥメール（リーフレットまた
はホームページ参照）でどうぞ！
※ホームページアドレス
(https: //www. kochi-u. ac. jp/campus/
life/sonota/sonota-harasu)

○学生何でも相談室
088-888-8010 gsoudan＠kochi-u.ac.jp
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３．非常事態発生時における対処方法
急病や怪我、災害等（交通事故・地震・火災・

風水害・その他）の非常事態に遭遇した場合には、
あわてずに行動できるよう、普段から心構えを持
つことが大切です。
万一の場合には、原則として下記の方法により

緊急対応措置をとるとともに、速やかに本学へ連
絡、届出等を行うようにしてください。
南海トラフ地震発生時の学生行動マニュアル

（p.95～）も確認してください。

※①～⑤以外で、自分自身で対応できない事態に
遭遇した場合は、アドバイザー教員・各キャン
パス担当事務職員に相談すること。

※大学から学生個人へ連絡するときは、「教務情
報システムKULAS」に登録されている情報を
利用します。住所や電話番号に変更があったと
きは、その都度、システムの情報を訂正してく
ださい。

４．留意事項 
[１] 交通事故について
毎年、高知大学生が加害者や被害者になる交通

事故が起きています。
交通事故は加害者・被害者を問わず、また、本

人や家族にとっても精神的・経済的に多くの負担
となります。そのため、自動車やバイク等を運転
する者は自動車損害賠償責任保険（自賠責）はも
ちろんのこと任意保険にも加入することが最低限
の責務です。
自動車やバイクを運転する時には、飲酒運転を

しないことはもちろん、確実で安全な運転を心が
けてください。
自転車は道路交通法では軽車両です。自動車や

バイクと同様に交通規則を遵守してください。
① 事故処理

事故を起こした場合には、加害者・被害者
ともに事故の続発防止措置を講じるととも
に、負傷者があれば、直ちに救急車の手配や
警察署への通報を行う。
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区 分 直後の対応措置
本学への連絡先

勤務時間内 勤務時間外

①急病・怪我

本学構内の場合は、右記に連絡する。
アパートなど構外の場合は、下記の要領
で救急車を手配する。
○通報の目的をはっきり伝える。
○場所を伝える。
○意識、呼吸、出血の有無など患者の状
態を伝える。

【朝倉キャンパス】
学生支援課
（844-8149）

【岡豊キャンパス】
学生課
（880-2786）

【物部キャンパス】
物部総務課学務室
（864-5116）

【朝倉・物部キャン
パス】
警務員室
（844-8320）

【岡豊キャンパス】
医学部附属病院事務
当直室
（866-5815）②交通事故

人命救助が最優先。110番及び119番に
通報し、救急車を手配する。軽い怪我で
も110番及び損害保険会社に届ける。

③火災

大声で「火事だ！」と周辺の人に知ら
せる。火災報知機のベルを鳴らし、初期
消火にあたり、119番に通報する。
○消火器では火元を正確に狙うこと。
○びっしょり濡らした毛布等で火元を覆
う。

○ホウキを水につけながら火元を叩く。

④地震 火気を始末して、机等の下に身を隠す。
揺れが収まってから外に避難する。

現住所などの学生情報登録・変更のお願い
「教務情報システムＫＵＬＡＳ」に登録さ

れている現住所などの情報は、大学側から
本人や家族の方への連絡、災害時の確認や
緊急時の際に使用されるものであり、個人
情報として厳重に管理しています。
緊急時に連絡がとれないと学生本人に重

大な損害を招く恐れもありますので、登録
事項（住所・電話番号など）に変更があっ
た場合は、その都度、「教務情報システム
KULAS」から変更を行ってください。

⑤風水害

台風接近や集中豪雨は、テレビ・ラジ
オ等の情報に注意する。避難指示が出た
場合は火の始末や戸締りを行い、安全な
通路を選んで所定の場所へ避難する。

⑥その他

課外活動などにおける海難事故や山岳
遭難など、救急車では困難な緊急を要す
る場合は、119番通報して詳細な状況報告
をすれば、消防本部の判断で防災ヘリ（高
知県は、「りょうま号」、「おとめ号」）の応
援を要請してくれる場合があります。



加害者または被害者の住所・氏名・免許証・
車のナンバー等を記録し、警察官の実地検査
に立ち会うとともに、事故証明の手配等の処
置をすること。

② 事故の報告
事故を起こした場合には、人身・物損事故

とも、速やかにアドバイザー教員及び学生支
援課（医学部学生は学生課）に連絡すること。

③ 大学の処分
学則により、事故の内容によっては、退学・

停学及び訓告の懲戒処分をする。
④ 事故の対応に関する相談

示談交渉など対応が困難な場合は、自分だ
けで判断や解決しないで、県の交通事故相談
所に相談すること。
高知県交通事故相談所
（088）823-9578
相談無料
平日９：00～16：00 (12：00～13：00除く)

[２] 悪質商法に騙されないように
悪質商法の被害者は、学生や就職して日が浅い

若者に集中する傾向があるようです。特に、初め
て親元を離れて生活する学生のみなさんは十分に
注意してください。
なお、次のような勧誘が行われ、また引き続き

行われるおそれがあるときは、刑罰が科せられた
り、行政処分が行われることになっています。
① マルチ商法

始めに商品やサービスを契約して、次は自
分が買い手を探し、買い手が増えるごとに、
リベートが入ってくるというもの。最近は
ネットワークシステムなどと言い換えている。

② 資格商法
電話で「講習だけで資格がとれます」など

と勧誘し、教材を送り付けてきて代金を請求
してくるもの。

③ キャッチセールス
街頭でアンケートを求めるふりをして呼び

止め、別の場に連れて行き、執拗に勧誘し強
引に商品等を契約させるもの。

④ アポイントメントセールス
電話やハガキで、「あなたが特別に選ばれ

ました」など、販売目的を隠して、営業所な
どに誘い出し、執拗に勧誘し強引に商品等を
契約させるもの。

⑤ 点検商法
「役所から点検（配水管等）にきました」

と嘘をついて点検料を請求したり、点検の結

果「修理が必要」と勝手に工事を進めて、代
金を請求するもの。

⑥ 催眠商法
会場に人を集め、日用品等を無料で配り、

参加者を興奮状態に誘導して一種の催眠状態
にして、高額な商品を売りつけるもの。

⑦ 霊感商法
占いや姓名判断などで、心や身体に悩みを

抱えた方に、原因は霊的なものとし壷や印鑑
を売り付けたり、祈祷料をとるもの。

悪質業者は、様々な手口を使って、人間の欲望
を刺激し、心理的な弱みを巧みについてきます。
「おかしいな？」と思った時は、容易に契約せず、
はっきり断ることです。
万一被害にあった時は、アドバイザー教員に相

談してください。また、クーリングオフ制度もあ
りますので学生支援課へ相談し、警察署または消
費者センターへ届けてください。《高知県警察本
部ホームページ》も参考にしてください。

◇クーリングオフ制度
クーリングオフ制度とは、訪問販売や電話勧誘

販売等で、販売員の執拗な勧誘に根負けして契約
してしまったが、後になって要らないと思ったと
きなどに、期間内であれば無条件に契約解除でき
る制度です。

[３] カルト的宗教団体
サークル等を装い勧誘活動を行うカルト的宗教

団体に注意してください。
大学キャンパスの内外で勧誘活動を行うカルト

的宗教団体があるようです。
これらの中には、最初は
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◇悪質商法の相談はこちらへ
○高知県警察本部警察総合相談電話
（088）823-9110

○高知県立消費生活センター
（088）824-0999

「一緒にスポーツ（テニス・サッカー・バス
ケットボール等）しませんか」

「ボランティア活動に興味はありませんか」
「パーティーに参加しませんか、他大学や
社会人の友達ができます」

「モデル、チアガールになりませんか」
「猫背を直してきれいな歩き方を身につけ
ませんか」

「今度一緒にお料理をして食事しませんか」



などと、音楽やスポーツ、ボランティアなどのサー
クルを装って勧誘し、知らず知らずの内にマイン
ドコントロールされてしまうものがあり、多額の
献金を要求されるケースなどがマスコミ等で報じ
られています。このような団体に入会することは、
精神的・経済的に多大な被害を受け学生生活が台
無しになるばかりでなく、友人を勧誘することで
仲間同士の信頼関係を壊すことにもなりかねませ
ん。自分達の身分や真の活動内容を明かすことな
く接近し勧誘を行うカルト的なグループには十分
注意し、氏名、電話番号や住所など個人情報を教
えないようにしてください。そして「怪しい」と
感じたら、強い意志を持ってきっぱりと断りま
しょう。

[４] 大麻等の薬物について
大学生の間で大麻所持や吸引及び栽培等により

「大麻取締法」違反容疑で逮捕される事件が相次
いで起こり、社会問題となっています。乱用すれ
ば、幻覚や妄想といった症状が出るだけではなく、
生殖機能や免疫機能の低下等、身体機能に悪影響
が出ます。大麻等の禁止薬物は違法であることを
認識し、決して関わらないでください。

[５] 不審な電話への対応
高知大学の関係者を名乗る方から「学生の携帯

番号を教えて欲しい」などと、学生の実家に電話
がかかる事例が毎年数件あります。大学職員が職
務上の用件で電話をする時は、所属部課名・担当・
氏名を名乗りますので、不審な電話がありました
ら、「すぐに教えない」で大学職員である ことを
確認した上で対処してください。また、不審な電
話があった場合は、学生支援課に連絡してくださ
い。

[６] 飲酒（イッキ飲み等）
新入生歓迎行事等で飲酒の機会が多くなる時期

に、「イッキ飲み」での急性アルコール中毒によ
る事故が多くなっています。20歳になるまでは、
飲酒は法律で禁止されていますので、絶対に飲ん
ではいけません。
また、イッキ飲みなどによる短時間でのアル

コールの大量摂取を行うと、アルコール濃度の高
い血液が脳に流れ大脳全体が麻痺し死に至る危険
が高くなります。イッキに飲むと脳の麻痺も一気
に進むということです。上級生も節度のある飲酒
を心がけ、無茶な飲み方や他の学生に対する飲酒
の強要はしないようにしてください。

[７] 拾得物・盗難
学内施設等での落し物や拾い物をしたり、盗難

にあったときは、その施設の事務室または、学生
支援課窓口まで届け出てください。

[８] 校内美化
施設や備品（机・椅子）の取扱い、教室の整理

整頓、ゴミ・紙屑の除去等、常に環境の美化に心
掛けてください。

[９] 喫煙について
本学は、敷地内全面禁煙です。

[10] 国民年金
国民年金は、老後の生活保障や障害の保障を目

的とした制度です。20歳以上の学生は加入が義務
付けられていますので、住民票を登録している市
町村役場の国民年金担当窓口で手続をしてくださ
い。
また、収入が少なく、国民年金保険料の納付が

困難な場合は、在学期間中の納付を猶予し、社会
人になってから納めることができる「学生納付特
例制度」があります。申請をして承認を受けるこ
とが必要ですので、市町村役場の国民年金担当窓
口に問い合わせてください。
なお、本学は「学生納付特例事務法人」の指定

を受け、申請手続ができますので、学生支援課、
学生課または物部総務課学務室に申し出てくださ
い。

[11] ゴミの正しい出し方について
学生も地域の一員であり、社会性を持たなけれ

ばなりません。学生でアパートに住んでいるだけ
だから関係ない、と思うのは間違いです。分別方
法や回収日など、居住している地区のゴミ出し
ルールを守り、各自が責任を持って生活してくだ
さい。

[12] SNSの利用について
近年、Facebookやtwitter等のSNSが普及し、

誰もが手軽に利用できる反面、不用意な書き込み
によりトラブルや犯罪に巻き込まれるケースが多
発しています。
SNSを利用する際は、以下のことに十分注意

してください。
・SNS上の情報は、必ずしも正しい情報であ
るとは限りません。善人のふりをした悪人もい
ることを忘れないでください。

・SNS上に写真を掲載する場合、写真に位置
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情報が記録されることがあります。その写真を
SNSに掲載したために、自宅を特定され事件
に巻き込まれるケースが報告されていますので
十分注意してください。

・SNS上で発信した情報は、世界中に広まり
不特定多数の人に見られています。また、一度
発信した情報は取り消せないものと考えてくだ
さい。

・SNSを利用する場合は、社会的責任を伴う
ことを自覚してください。不用意な発言は、激
しい批判にさらされることがあることを覚悟し
てください。

・SNS上で本学学生であることを明らかにし
ている場合は、大学にも影響を与えることを自
覚してください。

・SNS上での不適切な発言（誹謗中傷、差別
的発言、研究・アルバイト上の秘密情報、他者
のプライバシーに関わる個人情報等）は、して
はいけません。SNS上で他人を侮辱（人格
否定・容姿に対する発言）すると人権侵害にな
る可能性があり、名誉棄損罪や侮辱罪に当たり
ます。

・ネット上でトラブルに巻き込まれてしまい、自
分で解決できないと思った場合には、速やかに
大学に相談してください。最初の対応を間違う
と被害を大きくしてしまうこともあります。ぜ
ひ相談窓口を利用してください。
学生何でも相談室 088-888-8010

[13] 学生本人等の個人情報の取扱いについて
個人情報とは、生存する個人に関する情報で、

氏名・生年月日、その他の記述等により特定の個
人を識別することが可能なものをいいます。
高知大学では、「個人情報の保護に関する法律

（平成15年法律第57号）」に基づき、適正な管理の
下、本学が保有する個人情報を保護しています。
大学として、学生のみなさんから提供を受ける個
人情報は数多くありますが、本学が保有する学生
本人等の主な個人情報の取扱いについては次のと
おりです。

① 学生本人等の個人情報及びその利用目的
本学が保有する学生本人等の主な個人情報は、

入学試験情報及び入学手続時に提出していただい
た情報ならびに入学後の修学支援・指導、学生生
活支援・指導、健康等の管理・指導に必要なもの
として作成あるいは提供を受けて取得した情報で
す。

※個人情報の収集と利用目的について
本学では教育研究、学生支援、大学運営上、必要

と認められる個人情報に限り、以下の利用目的のた
めに収集します。また、必要に応じて収集した個人
情報に基づき、学生本人等への連絡を行います。
○教育、授業改善
○災害時等の安否確認
○学籍管理、学籍異動管理、健康管理、奨学金
管理

○履修登録確認、履修管理、履修指導、成績管
理、授業実施、学生名簿作成

○修学指導、修学支援
○大学、大学院等の進級・転学部・転学科、卒
業後の進路に関する情報管理

○学生証発行、学位記作成、各種証明書の発行
○学費情報管理、口座情報管理
○学生生活・課外活動支援
○就職関係情報の作成、管理
○学内施設・設備の利用管理、防犯カメラの設
置による映像情報管理

○図書館利用情報管理
○成績通知書及び履修状況の父母等への送付
○父母等との成績、履修相談
○卒業後の各種案内送付
○学術交流協定等による協定大学への情報提供
○学内ワークスタディ等の雇用管理、給与等の
支払い

○教育研究及び入学試験・学生募集の改善
○大学の広報活動への協力依頼
〇教育研究活動の支援及び本学の発展に資する
活動

〇上記に係る学生等へのサービス向上、学生等
の各種届出手続きの負担軽減、業務の効率化
等のための利用

主なものはp.93・94のとおりです。

② 公用掲示板への掲示
本学では、学生のみなさんへの周知または連絡

を行うため、必要な範囲で、学生本人の所属学部
等、学籍番号等の個人情報を公用掲示板に掲示す
ることがあります。

③ 個人情報の第三者への提供
学生本人等に関する個人情報は、教育サービス

等の質の向上のために利用するほか、次の学外関
係者へ情報を提供することがあります。個人情報
の取扱いの業務を外部に委託する場合は、契約書
に秘密保持の義務等の事項を明記する等、安全確
保の措置を講じています。
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○父母等・・・「学業成績」対象：学部生のみ
高知大学では、父母等宛に「学業成績通知書」

（学生のみなさんが受領するものと同じもの）
を送付しています。これは、父母等の方に当該
学生の修学状況をご承知いただくこと、また、
父母等の方との連携による適切な修学指導のた
めに行っているものです。
○後援会※・・・ 「学生名簿（所属・氏名）」、
「父母等の氏名・住所」
後援会役員の依頼、後援会費の案内、後援会
報の送付、後援会会議等の案内用として提供

○同窓会※・・・「学籍番号、所属学部等、氏
名、住所、卒業後の連絡先、進路状況」等
同窓生名簿の作成、ホームカミングデーの案
内、会報等送付用として提供

○高知大学生活協同組合・・・「学生名簿（学
籍番号・所属・氏名）」
学生証作成、取扱い保険等各種案内資料送付
用として提供

○本学指定の金融機関・・・「受験番号、学籍
番号、学生氏名、学生住所、学部・学科等、
保証人氏名、保証人住所、保証人生年月日、
続柄、電話番号、引落銀行コード、預金種別、
口座番号、口座名義人、納入区分」
預金口座振替依頼書による授業料口座振替の

ため提供
※後援会・同窓会への個人情報の提供に同意さ
れた学生についてのみ情報提供を行っていま
す。

④ 個人情報の目的外の利用及び提供
本学では、法令に基づき、以下の場合やその他

相当する理由または特別な理由があるときは、必
要な範囲内で、利用目的以外の目的で学生等の個
人情報を利用または提供することがあります。
○学生本人等の同意を得て、個人情報を第三者
に提供する場合

○国会法、刑事訴訟法等の法令に基づき、学生
等個人情報を提供する場合

○行政関係機関等に提供する場合
○学術研究の目的のために、学生等の個人情報
を関係省庁及び研究機関等に提供する場合

⑤ その他
蓄積された保有個人情報を統計的に処理し、個

人が特定できない状態で、修学支援等のために学
生本人等及び第三者に提供することがあります。

⑥ 個人情報に関する相談窓口等
学生のみなさんの個人情報については、大学が

適正な利用及び取扱いをしているか確認する権利
があります。これに関する制度としては、法令に
基づく個人情報の開示、訂正、利用停止請求の権
利があります。
なお、本学の保有する個人情報に関する相談及

び開示等請求窓口は以下のとおりです。
※高知大学総務部総務課総務係
TEL：088-844-8116
FAX：088-844-8033
E-mail：kh14＠kochi-u.ac.jp

※受付時間等：月曜日～金曜日
(祝日、12月29日～１月３日及び夏季
一斉休業期間を除く)
9：30～17：00
(12：00～13：00を除く)

その他不明な点等は、
学務部学務課（088-844-8143）へお問合せくだ

さい。

Ⅶ
そ
の
他
の

留
意
事
項

92



Ⅶ
そ
の
他
の

留
意
事
項

93

提出書類 提出時期 利用目的 保有組織
学資負担者届

入学手続時

授業料等に係る債権管理 経理室

住民票記載事項証明書 学籍管理
学位記作成

学務課
学生課
物部総務課学務室

身上調書

学生名簿作成
連絡用
教育研究活動の支援及び本
学の発展に資する活動

学生証交付願 学生証発行
写真付き学生名簿作成

保険加入証明
(傷害・賠償責任保険) 実験・実習等履修条件確認

現住所等届 入学時 連絡用
アドバイザー教員の把握

就職等進路登録票（医学
部除く） ４年生時 連絡用

進路指導
学生支援課就職室
物部総務課学務室

進路調査票（医学部） ４年生時(看護学科)
６年生時(医学科) 連絡用 学生課

健康調査票等アンケート 健康診断受診時
医学部はオリエンテー
ション後

健康管理指導・相談
保健管理センター

健康診断票 健康管理指導
証明書発行

感染症報告書
教育学部及び医学部はオ
リエンテーション後
その他の学部はその都度

教育実習・介護等体験・
その他実習

学務課
学生課（保健管理センター）
物部総務課学務室

大学が提出を求める書類及びその利用目的等

教務情報システムKULASで取得、作成し管理する情報及び利用目的等
管理・入力情報区分 提出時期 利用目的 保有組織

学籍情報
成績情報
履修情報
出欠情報

随時
（変更があった時
など）

学籍管理
成績管理
履修管理
修学指導
e-ポートフォリオ作成
(学部生のみ)

総括：学務課

履修登録 履修登録時

履修登録の確認
履修指導
履修管理
授業実施

学務課
学生課
物部総務課学務室

現住所届 入学時及び変更が
あった時 連絡用

学務課
学生支援課
学生課
物部総務課学務室

父母等(保証人)に関する情報 同上 連絡用

学生支援のための情報
（課外活動、就職、アドバイ
ザー教員届等）

随時
（変更があった時
など必要時）

アドバイザー教員の把握
学生生活支援
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e-ポートフォリオで取得、作成し管理する情報及び利用目的等 対象：学部生のみ
管理・入力情報区分 入力時期 利用目的 保有組織

学籍情報
成績情報
履修情報
出欠情報
アドバイザー教員情報

(教務情報システム
KULASと同期）

修学支援
履修指導
学生生活支援
アドバイザー教員の把握

総括：学務課

目標・振り返り 学期ごと

修学支援
学生生活支援

各種能力測定テスト
外国語能力試験情報
(学内受験のみ)

(試験実施機関からの
結果を大学にて入力)

課外活動の記録
資格取得状況
進路希望調査
外国語能力試験情報 等

随時

面談記録 (面談後に教員が入力)

※教務情報システムKULAS及びe-ポートフォリオの情報は、教育改善及び授業改善のために利用
します。

【その他】本学の教育改善及び授業改善のために分析、活用するもの。
○ 各種授業や学生生活に関するアンケート
○ 各種能力測定テスト 等

〔注〕上記以外にも業務に応じて書類等で情報の提供を求めることがありますが、ここでは、全学的か
つ一般的なものに限定して提示しています。
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避難場所・避難ルートの確認

通学ルート、普段よく出かける場所等の避難場所、避難ルートを確認しておきましょう。また、各自
治体ＨＰ等で、自分の自宅に一番近い避難場所を確認しておきましょう。
みなさんが住んでいる市町村でも地震対策を行っており、広報誌やホームページで公表されています。

高知市・南国市の対策本部等の電話番号は次のとおりです。

防災訓練について

高知大学では、毎年、学生・教職員が参加する防災避難訓練を実施しています。被災時の行動確認の
ためにも必ず参加してください。また、防災訓練の当日は、学生・教職員全員を対象に安否確認システ
ム（p.99）による安否確認メールの訓練配信も同時に実施しますので、安否確認メールを受信したら、
速やかに回答を返信してください。

高知市地域防災推進課 088-823-9040
https://www.city.kochi.kochi.jp/site/bousai/hinanbasyo-hinansyo.html

南国市危機管理課 088-880-6575
https://www.city.nankoku.lg.jp/life/life_dtl.php?hdnKey=1779
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安否確認システムの登録について

本学では、災害発生時（地震、台風等河川氾濫や土砂崩れ）における学部学生・大学院生及び教職員

の安否確認の方法として、メールを利用した安否確認システムを導入しています。

本システムは大学が、学生の皆さんへ安否確認が必要と判断した時に、事前に登録されているメール

アドレス宛てに安否確認メールを一斉送信し、それに対して返信された皆さんの被害状況を集計し、迅

速な災害対策の実施や早期の復旧に生かすものです。

高知大学では、防災訓練など、定期的に訓練用の安否確認メールを送信しています。災害等非常時に

備えるためにも、必ず返信を行ってください。

万一、大規模災害等に見舞われ、本システムより「安否確認メール」が発信された場合には、身の安

全を確保した上で、その状況について返信を行ってください。

なお、緊急時（災害時等）に本システムから皆さん宛てに発信する安否確認メールの送り先（送信先

メールアドレス）は、大学電子メールアドレス（例：b191g321＠s.kochi-u.ac.jp）とします。

※ 本件に対する問い合わせ先：学務部学務課全学・共通教育係（TEL 088-844-8706）

総務係（TEL 088-844-8144）



南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
時
の

学
生
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

100

≪ワンポイントアドバイス≫
Ａ：お風呂の水を残す

消火にもトイレ用水にも利用できる。

Ｂ：懐中電灯をつり下げる
地震発生直後は停電になり、まったく明か

りがない。パニックにならないためにも、最
優先の防災グッズ。

Ｃ：防災ラジオをつける
デマやうわさにまどわされないため、正し

い情報を聞く。伝言ダイヤル「171」

Ｄ：非常用飲料水の確保
水道は断水の可能性が高い。最低３日分は

確保。

Ｅ：窓ガラスに注意
窓ガラスなどが飛び散ると動くことさえで

きません。運動靴などを寝室にも置き、厚手
のカーテンにする。

Ｆ：頭を守る
就寝中に大きな物が落ちないよう、取り除

いておく。

「気象庁の震度階級」
震度 ５弱

○ 大半の人が恐怖を
覚え、物につかまり
たいと感じる。家具
が移動し、食器や本
が落ちる。

５強
○ 物につかまらない
と歩くことが難し
い。固定していない
家具や補強されてい
ないブロック塀が倒
れる。

６弱
○ 立っていることが
困難になる。壁のタ
イルや窓ガラスが壊
れ、耐震性の低い木
造建物では倒壊する
ものもある。

６強
○ はわないと動けな
い。大きな地割れが
生じたり、大規模な
地すべりが発生する
ことがある。

7

○ 耐震性の低い木造
建物と鉄筋コンク
リート造の建物では
倒れるものが多くな
る。耐震性の高い建
物でも傾くことがあ
る。
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